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第１章 調査の概要 
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１．調査の目的 
 

この度、「第２期  阿蘇市子ども・子育て支援事業計画」が令和６年度に計
画期間が満了となることから、新たな計画の策定に向けてニーズ調査を実施
し、子どもの現状と将来の動向及び子育て支援策に関する状況の把握・整理
を行い、令和６年度に策定する「阿蘇市子ども・子育て支援事業計画（仮称）」
の内容に反映することを目的としています。  

 

２．調査の実施要領 
 

調査時期 令和６年２月 

調査対象者 阿蘇市在住の未就学児・就学児の保護者 

調査方法 インターネットによる配布・回収 

配布数 

未就学児 

830件 

就学児 

1,190件 

有効回収数 280件 350件 

有効回答率 33.7％ 29.4％ 

 

３．調査結果利用上の注意 
 

・各設問のｎは、回答者数を表しています。 
・回答率は百分比の小数点第 2位を四捨五入しているので、合計が 100％にならな
い場合があります。 
・２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、選択肢ごとの割合を合計す
ると 100％を超える場合があります。 
・回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、図表に
は「0.0」と表記しています。 
・数表・図表は、スペースの都合上、文言等を省略している場合があります。 
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第２章 調査結果 
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調査結果については、未就学児向け調査票の問番号の順に記載しており、

その中に就学児向け調査にある同一設問の結果を併記しています。就学児向
け調査のみの設問については、別途記載をしています。  

 

１．対象のお子さんとご家族の状況について 

問１  お住まいの地区はどちらですか。（単数回答） 

 

〇未就学児については、「一の宮」が 36.4％と最も高く、次いで「内牧・山田」27.5％、

「尾ヶ石・阿蘇西」13.2％となっています。 

〇就学児については、「一の宮」が 39.4％と最も高く、次いで「内牧・山田」28.6％、

「碧水・乙姫」13.1％となっています。 

 

 

 

 

問２  対象のお子さんの生年月をご入力ください。（単数回答） 

 

〇未就学児の年齢については、「５歳」が 26.4％と最も高く、次いで「６歳」25.4％、

「４歳」13.9％となっています。 

〇前回調査結果との比較をみると、「６歳」が 12.0ポイント高くなっています。 

〇就学児の学年については、「５年生」が 20.6％と最も高く、次いで「６年生」19.7％、

「３年生」17.7％となっています。 

 

【お子さんの年齢（未就学児）】 

 

  

36.4

39.4

27.5

28.6

12.9

13.1

13.2

11.4

2.1

3.7

7.9

3.7

未就学児 R5年度調査

(n=280)

就学児 R5年度調査

(n=350)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一の宮 内牧・山田 碧水・乙姫 尾ヶ石・阿蘇西 波野 その他 無回答

3.2

8.2 

6.1

13.0 

9.6

15.5 

7.9

15.5 

13.9

16.3 

26.4

17.3 

25.4

13.4 

7.5

0.9 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答
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【お子さんの学年（就学児）】 

  

 

 

問３  対象のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。（あて名のお子さん

含む）（単数回答） 

 

〇未就学児及び就学児ともに「２人」（未就学児：37.1％、就学児：36.0％）が最も高く、

次いで「３人」（未就学児：27.1％、就学児：30.6％）、「１人」（未就学児：18.6％、

就学児：17.4％）となっています。 

 

 

 

 

問４  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。対象のお子さんからみた関係

でお答えください。（単数回答） 

 

〇未就学児及び就学児ともに「母親」が８割を超えており、「父親」は１割程度となって

います。 

 

  

12.6 12.0 17.7 14.6 20.6 19.7 2.9
就学児 R5年度調査

(n=350)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

18.6

17.4

37.1

36.0

27.1

30.6

10.0

9.7

0.7

1.4

2.1

4.9

未就学児 R5年度調査

(n=280)

就学児 R5年度調査

(n=350)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答

87.9

91.4 

87.1

89.9 

11.8

8.1 

12.3

8.8 

0.4

0.4 

0.6

1.1 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 父親 その他 無回答
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問５  この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。

（単数回答） 

 

〇未就学児及び就学児ともに「配偶者がいる」（未就学児：94.3％、就学児：87.4％）と

９割前後となっています。 

 

 

 

 

問６  対象のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。

対象のお子さんからみた関係でお答えください。（単数回答） 

 

〇未就学児及び就学児ともに「父母ともに」（未就学児：72.5％、就学児：65.4％）が最

も高く、次いで「主に母親」（未就学児：26.8％、就学児：32.0％）となっています。 

 

 

  

94.3

93.1 

87.4

85.1 

5.7

6.8 

12.6

14.4 

0.4 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

72.5

64.5 

65.4

62.0 

26.8

33.0 

32.0

31.5 

0.5 

0.9

2.0 

0.4

0.9 

1.1

2.4 

0.4

0.4 

0.6

1.4 

0.8 

0.7 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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問７  日頃、対象のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（単数回答） 

 

○未就学児及び就学児ともに「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもら

える」（未就学児：56.1％、就学児：51.7％）が最も高く、次いで「日常的に祖父母等

の親族にみてもらえる」（未就学児：41.1％、就学児：41.4％）となっています。 

 

 
 

 

問８  対象のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人、も

しくは場所はありますか。（単数回答） 

 

○未就学児及び就学児ともに「いる/ある」が９割を超えており、「ない」は１割以下と

なっています。 

 

  

41.1

56.1

2.9

8.9

9.6

0.4

42.5 

60.0 

1.4 

10.4 

8.3 

0.1 

41.4

51.7

2.9

12.6

10.3

0.0

49.5 

47.6 

2.3 

13.0 

7.3 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

94.6

97.5 

92.6

94.7 

4.3

2.3 

7.1

4.3 

1.1

0.2 

0.3

1.0 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる／ある いない／ない 無回答
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問８で「１．いる/ある」を回答した方のみ 

問８-１  お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰

（どこ）ですか。（単数回答） 

◆未就学児 

 

○「その他の家族・親族」が 82.6％と最も高く、次いで「配偶者」80.4％、「知人や友人」

55.1％となっています。また、「保育園・幼稚園（認定こども園）など」も約５割とな

っています。 

 

 

 

◆就学児 

 

○「その他の家族・親族」が 78.4％と最も高く、次いで「配偶者」76.5％、「知人や友人」

61.1％となっています。 

 

  

80.4

82.6

3.0

55.1

49.8

18.1

6.4

0.4

1.9

2.3

0.0

84.9 

78.9 

6.7 

64.1 

51.9 

14.0 

7.1 

0.2 

4.0 

1.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

配偶者

その他の家族・親族

近所の人

知人や友人

保育園・幼稚園（認定こども園）など

子育て支援センターなどの行政機関や相談窓口

医師・看護師などの医療機関の職員

民生委員・児童委員、主任児童委員

インターネットの相談窓口やネット仲間

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=265)

未就学児 H30年度調査

(n=1027)

76.5

78.4

6.2

61.1

24.7

10.2

5.6

0.6

0.6

3.7

0.0

73.7 

74.6 

7.3 

68.5 

29.7 

7.2 

6.4 

0.2 

0.9 

3.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

配偶者

その他の家族・親族

近所の人

知人や友人

学校

子育て支援センターなどの行政機関や相談窓口

医師・看護師などの医療機関の職員

民生委員・児童委員、主任児童委員

インターネットの相談窓口やネット仲間

その他

無回答

就学児 R5年度調査

(n=324)

就学児 H30年度調査

(n=1057)
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（就学児向け調査のみ） 

■  現在の生活に経済的なゆとりがありますか。（単数回答） 

 

○「ふつう」が 54.9％と最も高く、次いで「あまりない」24.6％、「まったくない」

9.7％となっています。 

 

 

 

 

  

1.1

1.1 

9.1

11.9 

54.9

49.4 

24.6

25.9 

9.7

6.8 

0.6

4.9 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなりある まあまあある ふつう あまりない まったくない 無回答



 

13 

２．お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 

問９  対象のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうか

がいます。（単数回答） 

（１）母親の就労状況 

 

○未就学児及び就学児ともに「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（未就学児：52.5％、就学児：

60.3％）が最も高く、次いで「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（未就学児：24.3％、就学児：

28.9％）となっています。 

 

 

  

52.5

46.2 

60.3

59.4 

11.8

10.7 

2.6

2.1 

24.3

25.9 

28.9

27.2 

2.5

4.3 

0.5 

8.6

10.3 

6.9

6.4 

0.4

0.4 

0.4 

2.3 

1.4

4.0 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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（１）で「１.～４.」（就労している）と回答した方のみ 

（１）母親-１ １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含

む）」をお答えください。 

 

○１週当たりの就労日数では、未就学児及び就学児ともに「５日」が６割を超えていま

す。 

〇１日当たりの就労時間では、未就学児及び就学児ともに「８時間」が約４割を占めて

います。 

 

【週当たりの就労日数】         【１日当たりの就労時間】 

   

 

（１）で「３.４」（パート・アルバイト等で就労している）と回答した方のみ 

（１）母親-２ フルタイムへの転換希望はありますか。（単数回答） 

 

○未就学児及び就学児ともに「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続

けることを希望している」（未就学児：53.3％、就学児：53.5％）が最も高く、次いで

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現

できる見込みはない」（未就学児：32.0％、就学児：30.7％）となっています。 

 

  

0.4

0.4

2.7

10.6

65.9

12.9

1.6

5.5

0.0

0.3

4.0

8.4

65.4

12.8

4.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=255)

就学児 R5年度調査

(n=321)

1.6

2.0

6.3

11.4

18.0

43.5

12.2

5.1

1.2

3.1

7.8

12.1

15.9

39.6

15.3

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=255)

就学児 R5年度調査

(n=321)

8.0

11.6 

8.9

13.9 

32.0

22.3 

30.7

28.5 

53.3

59.4 

53.5

52.8 

6.7

4.7 

6.9

1.9 

1.9 

2.9 

未就学児 R5年度調査

(n=75)

未就学児 H30年度調査

(n=318)

就学児 R5年度調査

(n=101)

就学児 H30年度調査

(n=309)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望している

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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（１）で「５.６」と回答した方のみ 

（１）母親-３ 就労したいという希望はありますか。 

○未就学児では、「1 年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」「すぐ

にでも、もしくは１年以内に就労したい」が共に 40.0％が最も高く、「子育てや家事な

どに専念したい（就労の予定はない）」20.0％となっています。 

○就学児では、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 41.7％と最も高く、次

いで「1 年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」37.5％となって

います。 

〇前回調査結果との比較をみると、未就学児では「1 年より先、一番下の子どもが□歳に

なったころに就労したい」が 10.0 ポイント低くなっています。また、就学児では「子

育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が低く、「1 年より先、一番下の子

どもが□歳になったころに就労したい」が高くなっており、10 ポイント以上差が生じ

ています。 

○就労したい一番下の子の年齢については、未就学児では「３歳」が 20.0％と最も高く、

次いで「７歳以上」12.0％となっています。就学児では、「７歳以上」が 20.8％と最も

高く、次いで「３歳」8.3％となっています。 

○希望する就労形態については、未就学児及び就学児ともに「パートタイム、アルバイ

ト等」が７割を超えています。 

 

 

  

20.0

9.8 

20.8

35.5 

40.0

50.0 

37.5

17.1 

40.0

38.4 

41.7

39.5 

1.8 

7.9 

未就学児 R5年度調査

(n=25)

未就学児 H30年度調査

(n=112)

就学児 R5年度調査

(n=24)

就学児 H30年度調査

(n=76)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 無回答
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【□歳になった頃に就労したい】       【希望する就労形態】 

   

 

【希望する週当たり勤務日数】      【希望する１日当たり勤務時間】 

   

  

0.0

0.0

20.0

4.0

0.0

0.0

12.0

64.0

0.0

0.0

8.3

4.2

0.0

0.0

20.8

66.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=25)

就学児 R5年度調査

(n=24)

20.0

80.0

0.0

9.3 

88.4 

2.3 

30.0

70.0

0.0

56.7 

43.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１

日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

（「ア」以外）

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=10)

未就学児 H30年度調査

(n=43)

就学児 R5年度調査

(n=10)

就学児 H30年度調査

(n=30)

0.0

0.0

12.5

37.5

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

28.6

57.1

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=8)

就学児 R5年度調査

(n=7)

0.0

50.0

25.0

12.5

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

42.9

28.6

14.3

14.3

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=8)

就学児 R5年度調査

(n=7)
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（２）父親の就労状況 

 

○未就学児及び就学児ともに「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（未就学児：92.1％、就学児：

87.1％）が最も高く、８割を超えています。 

 

 

  

92.1

90.4 

87.1

82.7 

1.4

0.1 

0.3

0.7 

0.7

0.7 

1.1

0.6 

1.4

0.5 

0.6

0.7 

3.6

8.4 

10.9

15.1 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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（２）で「１.～４.」（就労している）と回答した方のみ 

（２）父親-１ １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含

む）」をお答えください。 

 

○１週当たりの就労日数では、未就学児及び就学児ともに「５日」が約５割、「６日」が

３割前後となっています。 

〇１日当たりの就労時間では、未就学児及び就学児ともに「８時間」が５割前後、「９時

間以上」が約４割となっています。 

 

【週当たりの就労日数】         【１日当たりの就労時間】 

   

 

（２）で「３.４」（パート・アルバイト等で就労している）と回答した方のみ 

（２）父親-２ フルタイムへの転換希望はありますか。（単数回答） 

 

○父親のフルタイムへの転換希望については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

  

0.0

0.4

1.5

1.1

54.9

31.4

5.7

4.5

0.3

0.0

1.0

0.6

54.8

27.4

8.1

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=264)

就学児 R5年度調査

(n=310)

0.4

0.0

0.4

0.4

1.9

54.9

37.5

4.5

0.0

0.0

0.3

1.0

1.9

48.7

39.4

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=264)

就学児 R5年度調査

(n=310)

42.9 

50.0 

100.0

28.6 

100.0

37.5 

14.3 

12.5 

14.3 

未就学児 R5年度調査

(n=2)

未就学児 H30年度調査

(n=7)

就学児 R5年度調査

(n=4)

就学児 H30年度調査

(n=8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望している

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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（２）で「５.６」と回答した方のみ 

（２）父親-３ 就労したいという希望はありますか。 

 

○父親の就労希望については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

【希望する就労形態】 

 

【希望する週当たり勤務日数】      【希望する１日当たり勤務時間】 

   
  

16.7

20.0 20.0 

83.3

20.0 

100.0

62.5 

40.0 

37.5 

未就学児 R5年度調査

(n=6)

未就学児 H30年度調査

(n=5)

就学児 R5年度調査

(n=2)

就学児 H30年度調査

(n=8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

0.0

0.0

100.0

100.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

80.0

20.0

0.0

0% 50% 100%

フルタイム（１週５日程度・

１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

（「ア」以外）

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=1)

未就学児 H30年度調査

(n=1)

就学児 R5年度調査

(n=2)

就学児 H30年度調査

(n=5)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=4)

就学児 R5年度調査

(n=0)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=4)

就学児 R5年度調査

(n=0)
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３．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてうかがいま

す 

問１０ 対象のお子さんは現在、幼稚園・認定こども園や保育所などの「定期的な教

育・保育の事業」を利用されていますか。（単数回答） 

 

○「利用している」が 91.1％、「利用していない」が 8.9％となっています。 

 

 

 

問１０で「１．利用している」と回答した方のみ 

問１０-１ 対象のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。

年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（複数回答） 

 

○「認可保育所」が 58.0％と最も高く、次いで「認定こども園」34.5％、「幼稚園」

5.5％となっています。 

 

  

91.1

85.9 

8.9

13.9 0.2 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

5.5

0.4

58.0

34.5

1.6

0.0

0.8

0.4

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=255)
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問１０で「１．利用している」と回答した方のみ 

問１０-２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用

していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

（１）現在 

 

○現在の週当たりの利用日数では、「５日」が 82.7％と最も高く、次いで「６日」14.9％

となっています。 

〇現在の１日当たりの利用時間では、「８時間」が 33.3％と最も高く、次いで「９時間」

23.5％となっています。 

〇現在の利用開始時刻では、「８時」が 47.1％と最も高く、次いで「９時」37.6％となっ

ています。 

〇現在の利用終了時刻では、「17 時」が 32.5％と最も高く、次いで「18 時以降」31.0％

となっています。 

 

【週当たり利用日数】         【１日当たり利用時間】 

   

 

【利用開始時刻】            【利用終了時刻】 

   

  

0.0

0.0

0.0

0.4

82.7

14.9

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)

4.7

15.7

33.3

23.5

14.9

5.1

0.0

2.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

6時間以下

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)

12.9

47.1

37.6

0.4

0.0

0.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)

6.3

28.2

32.5

31.0

2.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

16時より前

16時

17時

18時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)
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（２）希望 

 

○希望する週当たりの利用日数では、「５日」が 66.3％と最も高く、次いで「６日」

18.0％となっています。 

〇希望する１日当たりの利用時間では、「８時間」が 29.8％と最も高く、次いで「９時間」

19.6％となっています。 

〇希望する利用開始時刻では、「８時」が 41.2％と最も高く、次いで「９時」30.6％とな

っています。 

〇希望する利用終了時刻では、「17時」が 35.3％と最も高く、次いで「18時以降」32.2％

となっています。 

 

【週当たり利用日数】         【１日当たり利用時間】 

   

 

【利用開始時間】            【利用終了時間】 

   

  

0.0

0.0

0.0

0.4

66.3

18.0

1.2

14.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)

2.7

10.2

29.8

19.6

17.6

5.1

0.4

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

6時間以下

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)

14.1

41.2

30.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)

3.5

14.9

35.3

32.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

16時より前

16時

17時

18時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=255)
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問１０で「１．利用している」と回答した方のみ 

問１０-３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどちらですか。（単数回答） 

 

○「阿蘇市内」が 98.4％、「他の市町村」が 0.4％となっています。 

 

 

 

 

問１０で「２．利用していない」と回答した方のみ 

問１０-４ 利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

 

○「（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）

利用する必要がない」が 40.0％と最も高く、次いで「子どもがまだ小さいため（□歳

くらいになったら利用しようと考えている）」36.0％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就

労していないなどの理由で）利用する必要がない」が高く、「子どもがまだ小さいため

（□歳くらいになったら利用しようと考えている）」が低くなっており、10 ポイント以

上差が生じています。 

 

  

98.4

99.0 

0.4

0.1 

1.2

0.9 

未就学児 R5年度調査

(n=255)

未就学児 H30年度調査

(n=905)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿蘇市内 他の市町村 無回答

40.0

4.0

0.0

0.0

12.0

4.0

0.0

36.0

20.0

4.0

29.5 

6.2 

0.0 

14.4 

2.7 

0.7 

1.4 

55.5 

16.4 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していな

いなどの理由で）利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で保育・教育の事業を利用できない

使用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため（ 歳くらいになったら利用しようと

考えている）

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=25)

未就学児 H30年度調査

(n=146)
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問１０で「２．利用していない」と回答した方のみ 

問１１ 国が検討している「こども誰でも通園制度（仮称）」が創設された場合、仮に

月１０時間まで定期的に利用が可能だとしたら、利用したいと思いますか。

（単数回答） 

（１）利用希望 

 

○「特に利用する必要はない」が 45.5％と最も高く、次いで「曜日や時間を固定せず、

月 10時間の範囲で自由に利用したい」36.4％となっています。 

 

 

 

 

（２）利用したい時間帯 

 

○「午前・午後通して利用したい」が 83.3％と最も高く、次いで「午前に利用したい」

16.7％となっています。 

 

 

  

9.1 9.1 36.4 45.5
未就学児 R5年度調査

(n=11)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月１回利用したい 月２回定期的に利用したい

毎週１回定期的に利用したい 曜日や時間を固定せず、月10時間の範囲で自由に利用したい

特に利用する必要はない 無回答

16.7 83.3
未就学児 R5年度調査

(n=6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

午前に利用したい 午後に利用したい 午前・午後通して利用したい その他 無回答
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問１２ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、対象のお子さんの平日の

日中の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答

えください。（複数回答） 

 

○「認可保育所」が 61.8％と最も高く、次いで「認定こども園」40.0％、「幼稚園」

16.4％となっています。 

 

 

 

 

問１２-１ 教育・保育事業を利用したい場所はどちらですか。（単数回答） 

 

○「阿蘇市内」が 97.5％、「他の市町村」が 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

16.4

7.5

61.8

40.0

4.6

1.1

2.9

1.8

0.7

3.2

5.4

2.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=)

97.5

96.9 

0.7

0.9 

1.8

2.2 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿蘇市内 他の市町村 無回答
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問１２-２ 特に幼稚園・認定こども園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合

を含む）の利用を強く希望しますか。（単数回答） 

 

○「はい」が 58.6％、「いいえ」が 39.6％となっています。 

 

 

 

 

  

58.6

62.9 

39.6

33.9 

1.8

3.2 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=186)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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４．対象のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてう

かがいます 

問１３ 対象のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごした

り、相談をしたり、情報提供を受けたりする場で、「つどいの広場」「子育て支

援センター」等と呼ばれています）を利用していますか。 

 

○「利用していない」が 88.6％と最も高く、次いで「地域子育て支援拠点事業」11.4％

となっています。 

○1 ヶ月あたりの利用回数について、「１～５回」が 75.0％と最も高く、次いで「６～10

回」12.5％となっています。 

 

 

 

【1ヶ月あたりの利用回数】 

 

  

11.4 0.4 88.6
未就学児 R5年度調査

(n=280)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業 その他当該自治体で実施している類似の事業（具体名 利用していない 無回答

75.0

12.5

3.1

3.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80%

1～5回

6～10回

11～15回

16回以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=32)
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問１３-１ どの施設を利用していますか。（複数回答） 

 

○「阿蘇市子育て支援センター（乙姫）」が 81.3％、次いで「一の宮子育て支援センター

（りんどう保育園内）」15.6％となっています。 

※前回調査時は「阿蘇市子育て支援センター（三久保）」は場所が異なる為、参考程度。 

 

  

 

問１４ 問 1３のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、で

きれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

（単数回答） 

 

○「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 82.5％と最も高く、次

いで「利用していないが、今後利用したい」12.1％、「すでに利用しているが、今後利

用日数をふやしたい」5.4％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」

が 15.5ポイント高くなっています。 

○今後利用したい方の利用日数については「月１～５回」が最も高く７割を超えていま

す。利用したことがある方のさらに増やしたい日数については「更に月１～５回」が

最も高く５割を超えています。 

 

  

81.3

15.6

0.0

0.0

0.0

0.0

3.1

0.0

74.0 

38.0 

5.0 

1.0 

0.0 

16.0 

2.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

阿蘇市子育て支援センター（乙姫）

一の宮子育て支援センター（りんどう保育園内）

波野子育て支援センター（波野保育園内）

フェリーチェ広場（フェリーチェ・キッズ・ガーデン内）

さぽさぽ広場（古城保育園内）

ポッポ広場（阿蘇中央幼稚園内）

ワイワイ広場（熊本ＹＭＣＡ黒川保育園内）

無回答

未就学児 R5年度調査(n=32)

未就学児 H30年度調査

(n=100)

12.1

15.2 

5.4

5.1 

82.5

67.0 12.7 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していないが、今後利用したい すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 無回答
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【1ヶ月あたりの希望利用回数】      【1ヶ月あたり更に増やす回数】 

（利用していない方）            （利用している方）  

    

 

 

  

76.5

5.9

5.9

0.0

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～5回

6～10回

11～15回

16回以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=34)

53.3

13.3

0.0

13.3

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1～5回

6～10回

11～15回

16回以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=15)



 

30 

問１５ （阿蘇市が実施している）下記の支援サービスをこれまでに利用したことはあ

りますか。また、今後利用したいと思いますか。それぞれのサービスごとにあ

てはまるものを選んでください。（単数回答） 

（１）認知度・利用状況 

○現在の認知度・利用状況について、利用率が最も高い事業は「一の宮保健センターの

子育て相談、家庭訪問事業」が 46.8％、次いで「妊娠中：産前クラス（妊婦教室）両

親学級などの教室」36.4％、「保育所や幼稚園（認定こども園）の園庭等の利用」

36.1％となっています。 

〇認知はしているが、利用したことがない事業については、「子育ての総合相談窓口」が

50.7％と最も高く、次いで「一の宮保健センターの子育て相談、家庭訪問事業」

42.9％、「妊娠中：産前クラス（妊婦教室）両親学級などの教室」36.8％となっていま

す。 

〇認知度が低い事業については、「家庭教育に関する学級・講座（くまもと「親の学び」

（プログラム等）」が 61.1％と最も高く、次いで「教育相談センター・教育相談室」

59.3％、「自治体発行の子育て支援情報誌」58.2％となっており、6 割前後と高くなっ

ています。 

 

 

 

  

36.4

46.8

8.2

4.6

36.1

8.9

8.6

36.8

42.9

29.3

35.0

21.1

50.7

32.1

25.4

8.9

61.1

59.3

41.8

39.3

58.2

1.4

1.4

1.4

1.1

1.1

1.1

1.1

妊娠中：産前クラス（妊婦

教室）両親学級などの教室

(n=280)

一の宮保健センターの子育

て相談、家庭訪問事業

(n=280)

家庭教育に関する学級・講

座（くまもと「親の学び」

プログラム等）(n=280)

教育相談センタ－、教育相

談室(n=280)

保育所や幼稚園（認定こど

も園）の園庭等の利用

(n=280)

子育ての総合相談窓口

(n=280)

自治体発行の子育て支援情

報誌(n=280)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答
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（２）今後の利用意向 

 

○今後の利用意向について、利用意向が最も高い事業は「保育所や幼稚園（認定こども

園）の園庭等の利用」が 50.4％、次いで「一の宮保健センターの子育て相談、家庭訪

問事業」38.2％、「自治体発行の子育て支援情報誌」33.9％となっています。 

〇利用意向が最も低い事業は「妊娠中：産前クラス（妊婦教室）両親学級などの教室」

が 32.1％と最も高く、次いで「家庭教育に関する学級・講座（くまもと「親の学び」

（プログラム等）」25.4％、「教育相談センター・教育相談室」20.7％となっています。 
 

 

  

23.9

38.2

21.8

22.9

50.4

27.5

33.9

32.1

18.6

25.4

20.7

15.0

18.9

18.2

42.5

41.8

51.4

54.6

33.2

52.1

46.4

1.4

1.4

1.4

1.8

1.4

1.4

1.4

妊娠中：産前クラス（妊婦

教室）両親学級などの教室

(n=280)

一の宮保健センターの子育

て相談、家庭訪問事業

(n=280)

家庭教育に関する学級・講

座（くまもと「親の学び」

プログラム等）(n=280)

教育相談センタ－、教育相

談室(n=280)

保育所や幼稚園（認定こど

も園）の園庭等の利用

(n=280)

子育ての総合相談窓口

(n=280)

自治体発行の子育て支援情

報誌(n=280)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない わからない 無回答
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（就学児向け調査のみ） 

■ （阿蘇市が実施している）下記の支援サービスをこれまでに利用したことはありま

すか。（単数回答） 

（１）認知度・利用状況 

 

○現在の認知度・利用状況について、利用率が最も高い事業は「一の宮保健センターの

情報・相談事業」が 22.3％、次いで「家庭教育に関する学級・講座（くまもと「親の

学び」（プログラム等）」14.0％となっています。 

〇認知はしているが、利用したことがない事業については「一の宮保健センターの情

報・相談事業」が 49.4％と最も高く、次いで「家庭教育に関する学級・講座（くまも

と「親の学び」（プログラム等）」41.1％となっています。 

〇認知度が低い事業については、「婦人相談員への相談（児童相談を含む）」が 60.6％、

次いで「家庭教育に関する学級・講座（くまもと「親の学び」（プログラム等）」

43.1％となっています。 

 

 

 

（就学児向け調査のみ） 

（２）今後の利用意向 

 

○今後の利用意向について、利用意向が最も高い事業は「一の宮保健センターの情報・

相談事業」が 11.7％、次いで「家庭教育に関する学級・講座（くまもと「親の学び」

（プログラム等）」9.7％となっています。 

〇利用意向が最も低い事業は「婦人相談員への相談（児童相談を含む）」が 35.4％、次い

で「家庭教育に関する学級・講座（くまもと「親の学び」（プログラム等）」28.9％と

なっています。 

 

  

22.3

14.0

4.3

49.4

41.1

34.3

27.1

43.1

60.6

1.1

1.7

0.9

一の宮保健センターの情

報・相談事業(n=350)

家庭教育に関する学級・講

座（くまもと「親の学び」

プログラム等）(n=350)

婦人相談員への相談（児童

相談を含む）(n=350)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答

11.7

9.7

3.4

27.4

28.9

35.4

60.0

60.6

60.0

0.9

0.9

1.1

一の宮保健センターの情

報・相談事業(n=350)

家庭教育に関する学級・講

座（くまもと「親の学び」

プログラム等）(n=350)

婦人相談員への相談（児童

相談を含む）(n=350)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない わからない 無回答



 

33 

５．対象のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教

育・保育事業の利用希望についてうかがいます 

問１６ 対象のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業

の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。（単数回答） 

（１）土曜日 

 

○土曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 49.6％と最も高く、次いで

「月に１～２回は利用したい」36.1％、「ほぼ毎週利用したい」14.3％となっています。 

〇土曜日の利用希望時刻について、開始時刻では「９時」が 42.6％、終了時刻では「17

時」が 39.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

49.6

42.7 

14.3

21.1 

36.1

34.8 1.4 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

15.6

37.6

42.6

0.7

0.0

0.7

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=141)

0.0

4.3

5.7

1.4

2.8

10.6

39.7

32.6

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

12時より前

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=141)
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（２）日曜・祝日 

 

○日曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 77.1％最も高く、次いで「月

に１～２回は利用したい」21.8％、「ほぼ毎週利用したい」1.1％となっています。 

〇日・祝日の利用希望時刻について、開始時刻では「８時」「９時」が、終了時刻では

「17時」「18時以降」が４割前後と高くなっています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時間）】    【利用したい時間帯（終了時間）】 

   

 

 

  

77.1

71.5 

1.1

4.9 

21.8

21.5 2.1 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

12.5

39.1

42.2

0.0

0.0

1.6

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=64)

0.0

1.6

0.0

0.0

4.7

7.8

37.5

40.6

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

12時より前

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=64)

未就学児 H30…



 

35 

「幼稚園・認定こども園（教育認定：１号認定）」を利用されている方のみ回答 

問１７ 対象のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育

事業の利用を希望しますか。（単数回答） 

 

○長期休暇期間中の利用希望については、「利用する必要はない」が 39.6％と最も高く、

次いで「休みの期間中、ほぼ毎週利用したい」32.7％、「休みの期間中、週に数日利用

したい」27.7％となっています。 

〇長期休暇期間中の利用希望時刻について、開始時刻では「９時」が 49.2％、終了時刻

では「17時」が 31.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時間）】    【利用したい時間帯（終了時間）】 

   

  

39.6

33.3 

32.7

27.8 

27.7

31.1 7.8 

未就学児 R5年度調査

(n=101)

未就学児 H30年度調査

(n=90)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎週利用したい 休みの期間中、週に数日利用したい 無回答

4.9

37.7

49.2

0.0

0.0

0.0

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8時より前

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=61)

0.0

0.0

0.0

0.0

9.8

24.6

31.1

26.2

8.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

12時より前

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=61)
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６．対象のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます 

（平日の教育・保育を利用する方のみ） 
 

平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問１０で１を回答した方）のみ 

問１８ この１年間に、対象のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかった

ことはありますか。（単数回答） 

 

○未就学児及び就学児ともに「あった」が８割を超えており、「なかった」が２割程度と

なっています。 

〇前回調査との比較をみると、就学児では「あった」が高く、「なかった」が低くなって

おり、15ポイント以上差が生じています。 

 

 

  

80.0

81.9 

87.4

70.9 

20.0

16.1 

12.6

28.5 

2.0 

0.6 

未就学児 R5年度調査

(n=255)

未就学児 H30年度調査

(n=905)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答
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問１８で「１．あった」と回答した方のみ 

問１８-１ 対象のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用

できなかった場合に、この１年間に行った対処方法をおうかがいします。 

（複数回答） 

 

○未就学児及び就学児ともに「母親が休んだ」（未就学児：87.3％、就学児：74.0％）が

最も高く、特に未就学児は９割近くが母親が休んだと回答しています。次いで「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（未就学児：43.1％、就学児：

27.4％）、「父親が休んだ」（未就学児：40.7％、就学児：20.9％）となっています。 

〇前回調査との比較をみると、未就学児では「父親が休んだ」が 11.7 ポイント高くなっ

ています。 

 

【１年間の対処方法】 

 

 

  

40.7

87.3

43.1

8.8

5.9

0.0

0.0

2.5

2.0

0.0

29.0 

86.4 

41.0 

10.0 

3.8 

0.0 

1.3 

3.1 

0.9 

20.9

74.0

27.4

6.6

0.9

0.0

0.0

11.7

2.9

12.6

19.2 

72.8 

33.2 

7.7 

0.8 

0.0 

12.3 

3.8 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッター（チャイルドシッター）を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=204)

未就学児 H30年度調査

(n=741)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=791)
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【１年間の対処日数（未就学児）】 

 

 

【１年間の対処日数（就学児）】 

  

65.1

30.3

58.0

22.2

66.7

0.0

0.0

100.0

25.0

12.0

31.5

14.8

38.9

16.7

0.0

50.0

1.2

7.9

2.3

11.1

0.0

7.2

11.2

9.1

5.6

8.3

0.00.0

7.9

2.3

16.7

0.0

14.5

11.2

13.6

5.6

8.3

0.0

25.0

父親が休んだ

(n=83)

母親が休んだ

(n=178)

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

(n=88)

父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた

(n=18)

病児・病後児の保育を利用した

(n=12)

ベビーシッターを利用した

(n=0)

ファミリー・サポート・セン

ターを利用した

(n=0)

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

(n=5)

その他

(n=4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答

71.2

62.5

66.7

39.1

66.7

0.0

0.0

78.0

40.0

12.3

19.7

13.5

30.4

0.0

7.3

10.0

1.4

3.1

2.1

4.3

2.7

2.7

4.2

4.3

0.8

1.9

1.0

4.3

4.9

12.3

9.3

12.5

17.4

33.3

0.0

9.8

50.0

父親が休んだ

(n=73)

母親が休んだ

(n=259)

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

(n=96)

父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた

(n=23)

病児・病後児の保育を利用した

(n=3)

ベビーシッター、チャイルド

シッターを利用した

(n=0)

ファミリー・サポート・セン

ターを利用した

(n=0)

仕方なく子どもだけで留守番を

させた

(n=41)

その他

(n=10)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答
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問１８-１で「ア．」「イ．」のいずれかを回答した方のみ 

問１８-２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思わ

れましたか。 

 

○未就学児及び就学児ともに「利用したいとは思わない」（未就学児：67.8％、就学児：

84.3％）が最も高くなっています。また、未就学児では「できれば病児・病後児保育

施設等を利用したい」が３割を超えています。 

〇利用したい日数では、未就学児では「７日以上」が 44.1％、就学児では「３日」が

26.8％と最も高くなっています。 

〇利用したい場所では、未就学児及び就学児ともに「阿蘇市内」の割合が９割を超えて

高くなっています。 

 

 

 

【病児・病後児保育施設等を利用したい年間日数】 

 

  

32.2

31.9 

15.7

17.1 

67.8

66.3 

84.3

80.6 

1.8 

2.3 

未就学児 R5年度調査

(n=183)

未就学児 H30年度調査

(n=656)

就学児 R5年度調査

(n=261)

就学児 H30年度調査

(n=609)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば病児・病後児保育施設などを利用したい 利用したいとは思わない 無回答

6.8

10.2

13.6

3.4

18.6

0.0

44.1

3.4

9.8

14.6

26.8

4.9

24.4

0.0

17.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=59)

就学児 R5年度調査

(n=41)
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【病児・病後児保育施設等を利用したい場所】 

 

 

 

問１８-２で「２．利用したいと思わない」と回答した方のみ 

問１８-３ 「利用したいと思わない」理由はなんですか。（複数回答） 

 

○未就学児及び就学児ともに「親が仕事を休んで対応する」（未就学児：54.8％、就学

児：55.5％）が最も高く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（未就

学児：46.0％、就学児：41.8％）、「利用料がかかる・高い」（未就学児：29.0％、就学

児：26.8％）となっています。 

〇前回調査との比較をみると、未就学児では「病児・病後児を他人にみてもらうのは不

安」が 12.4ポイント低くなっています。 

 

 

  

98.3

90.9 

97.6

89.4 

1.7

1.4 

2.4

2.9 

7.7 

8.7 

未就学児 R5年度調査

(n=59)

未就学児 H30年度調査

(n=209)

就学児 R5年度調査

(n=41)

就学児 H30年度調査

(n=104)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿蘇市内 市外 無回答

46.0

15.3

16.9

29.0

17.7

54.8

16.1

8.1

0.8

58.4 

18.2 

11.3 

29.2 

14.0 

57.5 

20.5 

10.8 

2.1 

41.8

12.7

15.9

26.8

18.6

55.5

19.5

9.5

0.5

43.4 

13.8 

9.2 

22.4 

15.5 

60.1 

13.2 

14.7 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

質に不安がある

利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

利用方法（手続きなど）がわからない

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=124)

未就学児 H30年度調査

(n=435)

就学児 R5年度調査

(n=220)

就学児 H30年度調査

(n=491)
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７．対象のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預

かり等の利用についてうかがいます 

問１９ 対象のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親

の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。

（複数回答） 

 

○「利用していない」が 90.0％と最も高く９割を超えています。 

 

 

 

【１年間の利用日数】 

 

 

  

5.0

3.9

1.4

0.7

0.7

1.1

90.0

0.0

1.5 

3.8 

0.7 

0.2 

0.5 

90.1 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

7.1

9.1

25.0

14.3

9.1

50.0

50.0

27.3

25.0

50.0

50.0

14.3

27.3

25.0

100.0

7.1

27.3

一時預かり

(n=14)

幼稚園の預かり保育

(n=11)

ファミリー・サポート・センター

(n=4)

夜間養護等事業：トワイライトステイ

(n=2)

ベビーシッター

(n=2)

その他

(n=3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 無回答
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問１９で「７．利用していない」と回答した方のみ 

問１９-１ 現在利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

 

○「特に利用する必要がない」が 74.6％と最も高く、次いで「利用方法（手続きなど）

がわからない」15.9％、「利用料がかかる・高い」11.9％となっています。 

 

 

 

 

問２０ 対象のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、問１９

の事業を利用する必要があると思いますか。（単数回答） 

 

○利用希望については、「利用したい」が 31.4％、「利用する必要はない」が 68.6％とな

っています。 

【利用希望の有無】 

 

  

74.6

3.2

7.1

3.6

11.9

11.5

11.5

15.9

2.8

1.2

73.2 

4.0 

8.9 

5.4 

14.9 

12.6 

8.4 

19.1 

5.9 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

質に不安がある

利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用方法（手続きなど）がわからない

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=252)

未就学児 H30年度調査

(n=949)

31.4

32.9 

68.6

63.1 4.1 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答
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問２０で「１」と回答した方のみ 

問２０-１ どのような目的で事業を利用する必要があると思いますか。また、選ばれ

た目的の必要な日数をご回答ください。（複数回答） 

 

○利用目的については、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リ

フレッシュ目的」が 73.9％、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

通院等」が 71.6％、「不定期の就労」23.9％となっています。 

〇前回調査との比較では、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的」が高く、「不定期の就労」が低くなっており、10 ポイント以上差が

生じています。 

〇利用希望日数については、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的」が「１日」、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院等」が「５日」、「不定期の就労」が「７日以上」と高くなっています。 

【利用目的】 

 

 

【利用希望日数】 

 

  

73.9

71.6

23.9

1.1

0.0

62.7 

68.8 

34.4 

3.2 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院 等

不定期の就労

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=88)

未就学児 H30年度調査

(n=346)

38.5

22.2

4.8

15.4

12.7

9.5

7.7

20.6

9.5

100.0

1.5

9.5

15.4

23.8

9.5

1.6

16.9

11.1

38.1

4.6

7.9

19.0

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的(n=65)

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院 等

(n=63)

不定期の就労

(n=21)

その他

(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以上 無回答
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問２１ 対象のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹

含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、短期入所生活支援事業（シ

ョートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）を利用

する必要がありますか。（単数回答） 

 

○「利用したい」が 10.0％、「利用する必要はない」90.0％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「利用したい」が低く、「利用する必要はない」が高くな

っており、10ポイント以上差が生じています。 

 

 

 

 

問２１で「１」と回答した方のみ 

問２１-１ 保護者のどのような用事で泊りがけで家族以外に預ける必要があると思い

ますか。また、用事の必要な泊数をご回答ください。（複数回答） 

 

○「あった」が 17.0％、「なかった」が 76.8％となっています。 

〇利用目的については、「保護者や家族の育児疲れ・不安」が 82.1％と最も高く、次いで

「保護者や家族の病気」53.6％、「冠婚葬祭」42.9％となっています。 

〇利用希望日数は、どの目的も「1泊」が最も高くなっています。 

 

 

  

10.0

24.0 

90.0

73.5 2.5 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

17.0

16.8

76.8

80.8

6.3

2.4

未就学児 R5年度調査

(n=542)

未就学児 H30年度調査

(n=751)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答
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【利用目的】 

 

 

【利用希望日数】 

 

 

 

 

 

  

42.9

82.1

53.6

10.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=28)

58.3

52.2

33.3

33.3

8.3

17.4

20.0

33.3

8.3

13.0

20.0 6.7

8.7

6.7

25.0

8.7

13.3

33.3

冠婚葬祭

(n=12)

保護者や家族の育児疲れ・不安(n=23)

保護者や家族の病気

(n=15)

その他

(n=3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1泊 2泊 3泊 5泊 7泊以上 無回答
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（就学児向け調査のみ） 

■  対象のお子さんについて、病気のため以外に、私用（冠婚葬祭、リフレッシュな

ど）、親の通院、不定期の就労などの目的で不定期に利用している事業はありま

すか。（複数回答） 

 

○「利用していない」が 97.4％と最も高く９割を超えています。 

 

 

 

 

（就学児向け調査のみ） 

前問で「１」と回答した方のみ 

■  選ばれた目的の必要な日数をご回答ください。（複数回答） 

 

○必要日数については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

 

  

2.0

0.0

0.3

97.4

0.0

0.9 

0.1 

0.7 

95.3 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事業）

ベビーシッター、チャイルドシッター

その他

利用していない

無回答

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

28.6

0.0

100.0

42.9 14.3 14.3
ファミリー・サポート・センター

(n=7)

ベビーシッター、チャイルドシッター

(n=0)

その他

(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 無回答
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（就学児向け調査のみ） 

■  対象のお子さんについて、私用（冠婚葬祭、リフレッシュなど）、親の通院、不

定期の就労等の目的で事業を利用する必要がありますか。（複数回答） 

 

○「利用したい」が 9.7％、「利用する必要はない」88.9％となっています。 

 

 

 

 

（就学児向け調査のみ） 

前問で「１」と回答した方のみ 

■  どのような目的で事業を利用する必要がありますか。また選ばれた目的の必要な

日数をご回答ください。（複数回答） 

 

○「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が 70.6％と最も高

く、次いで「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ

目的」が 55.9％、「不定期の就労」20.6％となっています。 

〇前回調査より「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が高

く、「不定期の就労」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

〇利用希望日数については、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的」利用したい」が「1 日」、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹

を含む）や親の通院等」が「2日」と最も高くなっています。 

 

 

  

9.7

14.4 

88.9

80.6 

1.4

4.9 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

55.9

70.6

20.6

5.9

0.0

49.1 

57.1 

34.2 

7.5 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院 等

不定期の就労

その他

無回答

就学児 R5年度調査

(n=34)

就学児 H30年度調査

(n=161)
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【利用希望日数】 

 

 

 

（就学児向け調査のみ） 

■  この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、対

象のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはあり

ましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。（単数回答） 

 

○「あった」が 6.9％、「なかった」92.6％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「あった」が低く、「なかった」が高くなっており、10 ポ

イント以上差が生じています。 

 

 

 

  

36.8

16.7

21.1

20.8

14.3

10.5

12.5

28.6

8.3

10.5

16.7

100.0

5.3

12.5

28.6

15.8

12.5

28.6

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的

(n=19)

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院 等

(n=24)

不定期の就労

(n=7)

その他

(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以上 無回答

6.9

21.1 

92.6

77.0 

0.6

1.9 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答
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（就学児向け調査のみ） 

前問で「１」と回答した方のみ 

■  この１年間の対処方法をすべて選んでください。また選ばれた目的の必要な日数

をご回答ください。（複数回答） 

 

○「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 95.8％と最も高く、次いで「仕方な

く子どもを同行させた」20.8％、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」12.5％とな

っています。 

〇前回調査との比較をみると、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 10.2 ポ

イント高くなっています。 

〇利用希望日数については、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」では「3 日」

が 34.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用希望日数】 

 

  

95.8

0.0

0.0

20.8

12.5

4.2

0.0

85.6 

0.0 

0.0 

13.6 

5.5 

2.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子育て短期支援事業（児童養護施設などで子どもを

一時的に保護する事業）を利用した

イ以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッターなど）を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

就学児 R5年度調査

(n=24)

就学児 H30年度調査

(n=236)

26.1

0.0

0.0

20.0

33.3

100.0

13.0

0.0

0.0

20.0

34.8

0.0

0.00.0

4.3

0.0

0.0

8.7

0.0

0.0

20.0

33.3

13.0

0.0

0.0

40.0

33.3

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

(n=23)

子育て短期支援事業（児童養護施設などで子どもを

一時的に保護する事業）を利用した

(n=0)

イ以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッターなど）を利用した

(n=0)

仕方なく子どもを同行させた

(n=5)

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

(n=3)

その他

(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以上 無回答
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８．育児休業など職場の両立支援制度について 

問２２ 対象のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得

しましたか。 

（１）母親 

 

○育児休業の取得について、母親では未就学児及び就学児ともに「取得した（取得中で

ある）」（未就学児：63.9％、就学児：52.0％）が最も高く、次いで「働いていなかっ

た」（未就学児：17.9％、就学児：29.1％）、「取得していない」（未就学児：16.8％、

就学児：17.7％）となっています。 

〇前回調査との比較をみると、未就学児及び就学児では「取得した（取得中である）」が

高くなっており、「働いていなかった」が低くなっています。 

 

 

 

 

（１）母親で「２」と回答した方のみ 

（１）母親-１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

 

〇「育児休業取得後、職場に復帰した」が 81.6％と最も高く、次いで「現在も育児休業

中である」12.8％、「育児休業中に退職した」5.6％となっています。 

 

 

  

17.9

29.1 

29.1

43.5 

63.9

51.9 

52.0

33.6 

16.8

17.5 

17.7

19.9 

1.4

1.6 

1.1

3.0 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

81.6

78.8 

12.8

15.0 

5.6

4.9 

1.3 

未就学児 R5年度調査

(n=179)

未就学児 H30年度調査

(n=546)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である 育児休業中に退職した 無回答
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（１）母親-１で「２」と回答した方のみ 

（１）母親-２ 対象のお子さんが１歳になったときに必ず預けられる事業があれば、

１歳になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があ

っても１歳になる前に復帰しますか。 

 

〇「１歳になるまで育児休業を取得したい」は 82.6％、「１歳になる前に復帰したい」は

17.4％となっています。 

 

 

 

 

（２）父親 

 

○育児休業の取得について、父親では未就学児及び就学児ともに「取得していない」（未

就学児：91.4％、就学児：90.9％）が最も高く９割を超えています。 

 

 

 

  

82.6 17.4
未就学児 R5年度調査

(n=23)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

0.4

0.4 

1.1

0.7 

5.4

1.1 

2.3

1.6 

91.4

85.6 

90.9

82.3 

2.9

12.9 

5.7

15.3 

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答
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（１）父親で「２」と回答した方のみ 

（２）父親-１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

 

〇「育児休業取得後、職場に復帰した」が 93.3％と最も高く、次いで「現在も育児休業

中である」が 6.7％となっています。 

 

 

 

 

（１）父親-１で「２」と回答した方のみ 

（２）父親-２ 対象のお子さんが１歳になったときに必ず預けられる事業があれば、

１歳になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があ

っても１歳になる前に復帰しますか。 

 

〇父親の預けられる事業があれば１歳になるまで育児休業を取得するかについては、サ

ンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

 

 

  

93.3

75.0 

6.7

25.0 

未就学児 R5年度調査

(n=15)

未就学児 H30年度調査

(n=12)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である 育児休業中に退職した 無回答

75.6 

100.0

19.5 4.9 

未就学児 R5年度調査

(n=1)

未就学児 H30年度調査

(n=82)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答
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（１）母親（２）父親それぞれで「３.取得していない」と回答した方のみ 

問２２-１ 取得していない理由は何ですか。 

（１）母親 

 

〇未就学児では「その他」が 27.7％と最も高く、次いで「子育てや家事に専念するため

退職した」25.5％、「仕事が忙しかった」14.9％となっています。 

〇就学時では「職場に育児休業の制度がなかった（就業 規則に定めがなかった）」が

24.2％と最も高く、次いで「その他」22.6％、「仕事が忙しかった」「子育てや家事に

専念するため退職した」共に 21.0％となっています。 

 

【取得していない理由】 

 

  

6.4

14.9

6.4

6.4

0.0

8.5

4.3

0.0

6.4

25.5

10.6

2.1

0.0

0.0

27.7

4.3

11.4 

11.4 

7.1 

6.0 

0.0 

10.9 

10.3 

0.0 

7.1 

18.5 

26.6 

5.4 

1.6 

1.1 

23.4 

7.1 

12.9

21.0

4.8

11.3

0.0

8.1

12.9

0.0

8.1

21.0

24.2

3.2

4.8

4.8

22.6

3.2

14.9 

12.6 

5.9 

4.5 

0.5 

10.8 

9.9 

0.0 

13.1 

21.2 

24.3 

5.4 

3.6 

2.7 

19.4 

5.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母などの親族に見てもらえるなど、制度を利用

する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業 規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知

らず、退職した

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=47)

未就学児 H30年度調査

(n=184)

就学児 R5年度調査

(n=62)

就学児 H30年度調査

(n=222)
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（２）父親 

 

〇未就学児及び就学児ともに「仕事が忙しかった」（未就学児：41.4％、就学児：39.6％）

が最も高く、次いで「配偶者が育児休業制度を利用した」（未就学児：36.7％、就学

児：33.6％）となっています。また、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」

「収入減となり、経済的に苦しくなる」が３割前後と高くなっています。 

 

【取得していない理由】 

 

  

26.6

41.4

0.4

1.2

2.3

33.6

3.1

36.7

14.5

0.4

10.9

0.4

3.5

0.0

7.4

2.0

17.2 

34.6 

0.3 

3.3 

3.0 

28.9 

3.2 

29.5 

18.8 

0.0 

6.7 

0.0 

1.6 

0.0 

6.7 

20.3 

28.6

39.6

0.3

1.3

2.5

28.3

2.5

33.6

14.2

0.0

8.5

0.6

3.1

0.6

8.5

2.2

14.4 

30.7 

0.4 

3.7 

2.0 

27.7 

3.0 

27.4 

32.3 

0.0 

8.3 

0.0 

2.4 

0.0 

7.6 

8.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母などの親族に見てもらえるなど、制度を利用

する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業 規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知

らず、退職した

その他

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=256)

未就学児 H30年度調査

(n=901)

就学児 R5年度調査

(n=318)

就学児 H30年度調査

(n=919)
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９．対象のお子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方についてう

かがいます 

問２３ 対象のお子さんが小学生になられた時、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（１）小学校低学年（１～３年生） 

 

○小学校低学年（１～３年生）では、「放課後児童クラブ〔学童保育〕」が 51.1％と最も

高く、次いで「自宅」47.5％、「放課後子ども教室」22.5％となっています。 

○利用希望日数について、「自宅」「祖父母宅や友人・知人宅」「児童館」「放課後児童ク

ラブ〔学童保育〕」では「５日」、「習い事」「放課後子ども教室」では「１日」が最も

高くなっています。 

 

 

 

【利用希望日数】 

  

47.5

21.1

12.9

3.2

22.5

51.1

0.4

3.2

0.0

17.0 

6.4 

10.4 

8.6 

20.5 

0.5 

0.9 

62.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

3.0

8.5

41.7

11.1

30.2

4.9

22.2

9.0

20.3

36.1

11.1

25.4

5.6

33.3

9.8

11.9

13.9

22.2

15.9

12.6

11.1

5.3

1.7

2.8

4.2

11.1

49.6

33.9

44.4

20.6

57.3

3.8

1.7

3.2

8.3

1.7

11.3

20.3

5.6

11.1

4.8

15.4

100.0

22.2

自宅

(n=133)

祖父母宅や友人・知人宅

(n=59)

習い事

(n=36)

児童館

(n=9)

放課後子ども教室

(n=63)

放課後児童クラブ〔学童保育〕

(n=143)

ファミリー・サポート・センター

(n=1)

その他（公民館、公園など）

(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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（２）小学校高学年（４～６年生） 

 

○小学校高学年（４～６年生）では、「自宅」が 79.3％と最も高く、次いで「祖父母宅や

友人・知人宅」24.6％、「習い事」23.9％となっています。 

○利用希望日数について、「自宅」「祖父母宅や友人・知人宅」「放課後児童クラブ〔学童

保育〕」では「５日」、「習い事」では「２日」、「放課後子ども教室」では「１日」が最

も高くなっています。 

 

 

 

【利用希望日数】 

 

 

  

79.3

24.6

23.9

2.1

12.9

19.3

0.4

2.9

0.0

16.5 

4.2 

12.0 

5.5 

10.0 

0.2 

1.0 

72.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=280)

未就学児 H30年度調査

(n=1053)

2.3

18.8

20.9

16.7

25.0

11.1

25.0

10.4

24.6

40.3

16.7

16.7

9.3

25.0

12.2

8.7

25.4

19.4

16.7

12.5

5.0

2.9

1.5

2.8

1.9

37.5

49.1

30.4

3.0

16.7

16.7

44.4

2.3

1.4

1.5

2.8

7.4

5.4

1.4

13.5

11.6

7.5

50.0

16.7

9.3

100.0

自宅

(n=222)

祖父母宅や友人・知人宅

(n=69)

習い事

(n=67)

児童館

(n=6)

放課後子ども教室

(n=36)

放課後児童クラブ〔学童保育〕

(n=54)

ファミリー・サポート・センター

(n=54)

その他（公民館、公園など）

(n=8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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問２３で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」を回答した方のみ 

問２３-１ 対象のお子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用する場合、平日、

土曜日、日曜日・祝日及び夏休み･冬休みなどの長期休暇中のそれぞれについ

て回答してください。 

（１）平日 

 

○平日の利用希望について、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 63.2％と最も

高く、次いで「高学年（□年生）まで利用したい」34.7％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 11.1ポイン

ト高くなっています。 

○利用継続について、「６年生」が 64.0％と最も高く、次いで「４年生」26.0％となって

います。 

○利用希望時刻について、開始時刻では「15時」「16時」が３割を超えて高く、終了時刻

では「18時」が 60.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

 

  

63.2

52.1 

34.7

41.0 

0.7

0.9 

1.4

6.0 

未就学児 R5年度調査

(n=144)

未就学児 H30年度調査

(n=217)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

26.0

6.0

64.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

4年生

5年生

6年生

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=50)
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【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

 

 

  

14.2

36.2

37.6

0.0

12.1

0% 10% 20% 30% 40%

15時より前

15時

16時

17時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=141)

0.7

24.8

60.3

2.1

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=141)
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（２）土曜日 

 

○土曜日の利用希望について、「利用する必要はない」が 59.0％と最も高く、次いで「低

学年（１～３年生）の間は利用したい」29.9％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「利用する必要はない」が高く、「高学年（□年生）まで

利用したい」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○利用継続について、「６年生」が 61.5％と最も高く、次いで「５年生」が 15.4％となっ

ています。 

○利用希望時間について、開始時刻では「７時」「８時」「９時以降」が３割前後と高く、

終了時刻では「18時」が 50.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

    

29.9

26.7 

9.0

19.8 

59.0

46.1 

2.1

7.4 

未就学児 R5年度調査

(n=144)

未就学児 H30年度調査

(n=217)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

7.7

15.4

61.5

15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

4年生

5年生

6年生

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=13)

0.0

26.8

30.4

28.6

14.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

7時より前

7時

8時

9時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=56)

12.5

23.2

50.0

0.0

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=56)
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（３）日曜・祝日 

 

○日曜・祝日の利用希望について、「利用する必要はない」が 83.3％と最も高く、次いで

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」10.4％となっています。 

○利用希望時間について、開始時刻では「８時」が 40.0％、終了時刻では「18 時」が

60.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

【利用したい時間帯（開始時間）】     【利用したい時間帯（終了時間）】 

    

10.4

8.3 

3.5

8.3 

83.3

75.1 

2.8

8.3 

未就学児 R5年度調査(n=144)

未就学児 H30年度調査

(n=217)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

0.0

0.0

100.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

4年生

5年生

6年生

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=5)

0.0

30.0

40.0

15.0

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

7時より前

7時

8時

9時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=20)

0.0

25.0

60.0

0.0

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=20)
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（４）長期休暇中 

 

○長期休暇中の利用希望について、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 47.2％

と最も高く、次いで「高学年（□年生）まで利用したい」36.1％となっています。 

○利用継続について、「６年生」が 67.3％と最も高く、次いで「４年生」23.1％となって

います。 

○利用希望時間について、開始時刻では「８時」が 52.5％、終了時刻では「18 時」が

53.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

    

47.2

43.8 

36.1

41.9 

13.9

6.9 

2.8

7.4 

未就学児 R5年度調査

(n=144)

未就学児 H30年度調査

(n=217)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

23.1

7.7

67.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

4年生

5年生

6年生

無回答

未就学児 R5年度調査

(n=52)

0.0

23.3

52.5

16.7

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

7時より前

7時

8時

9時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=120)

6.7

30.8

53.3

1.7

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

未就学児 R5年度調査(n=120)
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（就学児向け調査のみ） 

■  対象のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場

所で過ごしていますか（過ごさせたいと思いますか）。 

（１）放課後過ごす場所：現状 

 

○現状では、「自宅」が 74.9％と最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラ

ブ、学習塾など）」26.0％、「放課後児童クラブ（学童保育）22.9％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「部活動」が 23.1ポイント低くなっています。 

○利用日数について、「自宅」「放課後児童クラブ（学童保育）」では「５日」、「習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」「部活動」では「２日」、「放課後子ど

も教室」では「１日」が最も高くなっています。 

 

 

 

【利用日数】 

 

  

74.9

13.4

26.0

4.0

22.9

10.3

1.7

2.6

0.0

72.0 

13.6 

34.1 

27.1 

19.0 

12.2 

1.7 

3.9 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

部活動

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後子供教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

3.1

21.3

27.5

14.3

6.3

69.4

33.3

8.0

21.3

29.7

50.0

2.5

25.0

16.7

22.2

10.3

10.6

23.1

21.4

8.8

33.3

33.3

11.8

4.3

11.0

11.3

33.3

11.1

45.4

21.3

7.7

57.5

16.7

1.5

2.1

5.0

13.7

4.3

5.7

12.8

1.1

14.3

8.8

5.6

自宅

(n=262)

祖父母宅や友人・知人宅

(n=47)

習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

(n=91)

部活動

(n=14)

放課後児童クラブ〔学童保育〕

(n=80)

放課後子ども教室

(n=36)

ファミリー・サポート・センター

(n=6)

その他（公民館、公園など）

(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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（就学児向け調査のみ） 

（２）放課後過ごす場所：希望 

 

○希望としては、「自宅」が 74.6％と最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカー

クラブ、学習塾など）」25.7％、「放課後児童クラブ（学童保育）」20.3％となっていま

す。 

〇前回調査との比較をみると、「自宅」が 35.4ポイント高くなっています。 

○利用希望日数について、「自宅」「放課後児童クラブ（学童保育）」では「５日」、「祖父

母宅や友人・知人宅」「放課後子ども教室」では「１日」、「習い事（ピアノ教室、サッ

カークラブ、学習塾など）」「部活動」「その他（公民館、公園など）」では「２日」が

最も高くなっています。 

 

 

 

【利用希望日数】 

 

  

74.6

11.1

25.7

11.4

20.3

11.1

1.7

4.6

0.0

39.2 

8.9 

24.8 

18.7 

15.1 

10.8 

1.7 

3.0 

35.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

部活動

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後子供教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

3.8

23.1

23.3

12.5

48.7

12.5

11.1

15.4

36.7

35.0

4.2

30.8

16.7

37.5

13.4

20.5

20.0

30.0

11.3

2.6

33.3

25.0

8.0

6.7

5.0

12.7

33.3

6.3

35.2

15.4

3.3

5.0

52.1

5.1

1.5

2.6

4.2

16.7

10.7

2.6

6.3

14.9

20.5

10.0

12.5

15.5

12.8

12.5

自宅

(n=261)

祖父母宅や友人・知人宅

(n=39)

習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

(n=90)

部活動

(n=40)

放課後児童クラブ〔学童保育〕

(n=71)

放課後子ども教室

(n=39)

ファミリー・サポート・センター

(n=6)

その他（公民館、公園など）

(n=16)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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（就学児向け調査のみ） 

前問で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」を回答した方のみ 

■  対象のお子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいですか。平日、

土曜日、日曜日・祝日及び夏休み･冬休みなどの長期休暇中のそれぞれについ

て回答してください。 

（１）平日 

 

○平日の利用希望について、「高学年（□年生）まで利用したい」が 46.6％と最も高く、

次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」43.2％となっています。 

○利用継続について、「６年生」が 73.2％と最も高く、次いで「４年生」14.6％となって

います。 

○利用希望時間について、開始時刻では「15時」「16時」が４割前後と高く、終了時刻で

は「18時」が 64.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

  

43.2

46.1 

46.6

39.7 

5.7

9.5 

4.5

4.7 

就学児 R5年度調査

(n=88)

就学児 H30年度調査

(n=232)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

14.6

12.2

73.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

4年生

5年生

6年生

無回答

就学児 R5年度調査

(n=41)
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【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

 

   

 

 

  

11.4

38.0

40.5

0.0

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15時より前

15時

16時

17時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=79)

1.3

24.1

64.6

1.3

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=79)
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（２）土曜日 

 

○土曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 65.9％と最も高く、次いで

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」14.8％となっています。 

○利用継続について、「６年生」が 54.5％と最も高くなっています。 

○利用希望時間について、開始時刻では「７時」が 37.5％、終了時刻では「18 時」が

50.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

 

  

14.8

19.4 

12.5

13.8 

65.9

58.2 

6.8

8.6 

就学児 R5年度調査

(n=88)

就学児 H30年度調査

(n=232)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

18.2

18.2

54.5

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

4年生

5年生

6年生

無回答

就学児 R5年度調査

(n=11)

0.0

37.5

25.0

4.2

33.3

0% 10% 20% 30% 40%

7時より前

7時

8時

9時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=24)

12.5

20.8

50.0

8.3

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=24)
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（３）日曜・祝日 

 

○日曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 84.1％と最も高く、次いで

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」「高学年（□年生）まで利用したい」共に

4.5％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「利用する必要はない」が 10.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

【利用したい時間帯（開始時間）】     【利用したい時間帯（終了時間）】 

   

 

  

4.5

9.1 

4.5

8.6 

84.1

73.7 

6.8

8.6 

就学児 R5年度調査

(n=88)

就学児 H30年度調査

(n=232)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

0.0

0.0

75.0

25.0

0% 20% 40% 60% 80%

4年生

5年生

6年生

無回答

就学児 R5年度調査

(n=4)

0.0

50.0

37.5

0.0

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

7時より前

7時

8時

9時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=8)

0.0

25.0

50.0

12.5

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=8)
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（４）長期休暇中 

 

○長期の休暇期間中の利用希望については、「高学年（□年生）まで利用したい」が

54.5％と最も高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」33.0％となっ

ています。 

○利用継続について、「６年生」が 68.8％と最も高くなっています。 

〇利用希望時刻について、開始時刻では「７時」「８時」が約４割と高く、終了時刻では

「1８時」が 61.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

【利用継続したい学年】 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

33.0

33.2 

54.5

48.3 

6.8

11.2 

5.7

7.3 

就学児 R5年度調査

(n=88)

就学児 H30年度調査

(n=232)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（□年生）まで利用したい 利用する必要はない 無回答

18.8

10.4

68.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

4年生

5年生

6年生

無回答

就学児 R5年度調査

(n=48)

0.0

44.2

40.3

6.5

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

7時より前

7時

8時

9時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=77)

3.9

24.7

61.0

1.3

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

17時より前

17時

18時

19時以降

無回答

就学児 R5年度調査(n=77)
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１０．対象のお子さんの日常生活についておうかがいします 

（就学児のみ） 

問１９ お子さんは朝、大体何時頃に起きますか。（単数回答） 

 

○「６時半頃」が 63.1％と最も高く、次いで「６時以前」23.4％、「７時頃」11.4％とな

っています。 

 

 

 

 

問２０ お子さんは夜、大体何時頃に寝ますか。（単数回答） 

 

○「21～22 時まで」が 63.1％と最も高く、次いで「21 時まで」20.3％、「22～23 時まで」

14.0％となっています。 

 

 

  

23.4

15.7 

63.1

68.8 

11.4

13.9 

0.6

0.5 
0.4 

0.6

0.4 

0.9

0.3 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６時以前 ６時半頃 ７時頃 ７時半頃 ７時半以降 決まっていない 無回答

20.3

12.5 

63.1

66.3 

14.0

18.3 

1.4

1.5 

0.3

0.4 

0.3

0.5 

0.6

0.5 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21時まで 21～22時まで 22～23時まで 23～24時まで 24時以降 決まっていない 無回答
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問２１ お子さんは朝食を食べますか。（単数回答） 

 

○「毎日食べる」が 91.4％と最も高く、次いで「時々食べない日がある」6.6％、「ほと

んど食べない」1.4％となっています。 

 

 

 

 

問２２ お子さんは、平日、テレビ番組を 1 日にだいたいどれくらい見ていますか。 

（単数回答） 

 

○「１時間以上３時間未満」が 53.4％と最も高く、次いで「１時間未満」23.7％、「ほと

んど見ない」12.0％となっています。 

 

 

  

91.4

88.9 

6.6

8.2 

1.4

2.4 

0.6

0.4 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日食べる 時々食べない日がある ほとんど食べない 全く食べない 無回答

2.6

1.0 

12.0

5.1 

23.7

17.1 

53.4

62.6 

6.6

13.2 

0.9

0.4 

0.9

0.5 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビはない（全く見ない） ほとんど見ない １時間未満 １時間以上３時間未満

３時間以上５時間未満 ５時間以上 無回答
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問２３ お子さんに携帯電話・スマートフォンを持たせていますか。（単数回答） 

 

○「持たせていない」が 59.4％と最も高く、次いで「インターネットを利用できるが、

フィルターで一部制限した携帯電話・スマートフォンを持たせている」17.7％、「イン

ターネットを利用できない携帯電話を持たせている」15.1％となっています。 

 

 

 

問２３で、「１～３」を回答した方のみ 

問２３-１ 携帯電話・スマートフォンを持たせている理由は何ですか。（単数回答） 

 

○「子どもとの連絡や安全確認のため」が 82.9％と最も高く、次いで「その他」10.0％、

「子どもが持ちたがったから」5.7％となっています。 
 

  

15.1

18.4 

17.7

10.1 

7.1

3.0 

59.4

67.3 

0.6

1.2 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットを利用できない携帯電話を持たせている

インターネットを利用できるが、フィルターで一部制限した携帯電話・スマートフォンを持たせている

インターネットを自由に利用できる携帯電話・スマートフォンを持たせている

持たせていない

無回答

82.9

82.1 

0.7

1.7 

5.7

6.8 

10.0

6.0 

0.7

3.4 

就学児 R5年度調査

(n=140)

就学児 H30年度調査

(n=352)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもとの連絡や安全確認のため 他の子どもたちが持っているから 子どもが持ちたがったから

その他 無回答
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問２４ お子さんは、平日、パソコン、携帯電話・スマートフォン、その他多機能端末

を 1日にだいたいどれくらい利用していますか。（単数回答） 

 

○「１時間以上３時間未満」が 48.6％と最も高く、次いで「１時間未満」27.4％、「ほと

んど利用しない」12.9％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「ほとんど利用しない」が低く、「１時間以上３時間未満」

が高くなっており、15ポイント以上差が生じています。 

 

 

 

  

12.9

31.3 

27.4

27.5 

48.6

33.2 

8.6

3.9 

1.1

0.9 

1.4

3.1 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど利用しない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上５時間未満 ５時間以上 無回答
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１１．対象のお子さんにかかわらず、子育て全般についてうかがい

ます（就学児のみ） 

問２５ 近所にお子さんの遊び相手がいますか。（単数回答） 

 

○「いる」が 65.4％、「いない」が 33.7％となっています。 

 

 

 

 

問２６ 近くに安心して遊べる場所がありますか。 

 

○「ある」が 45.1％、「ない」が 54.0％となっています。 

 

 

  

65.4

72.0 

33.7

27.4 

0.9

0.5 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

45.1

44.0 

54.0

54.9 

0.9

1.1 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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問２７ あなたは、子育てをどのように思いますか。（単数回答） 

 

○「楽しいことが多い」が 74.3％と最も高く、次いで「大変楽しい」12.9％、「つらいと

感じる時が多い」11.4％となっています。 

 

 

 

 

問２８ ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がありますか。（単数回答） 

 

○「まあまあある」が 56.0％と最も高く、次いで「あまりない」28.9％、「十分ある」

13.4％となっています。 

 

 

  

12.9

9.0 

74.3

75.4 

11.4

12.8 

0.3

0.4 

1.1

2.5 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変楽しい 楽しいことが多い つらいと感じるときが多い とてもつらい 無回答

13.4

10.7 

56.0

53.8 

28.9

32.5 

0.9

2.4 

0.9

0.6 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分ある まあまあある あまりない 全くない 無回答
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問２９ ふだん家族の間で会話などのコミュニケーションができていますか。 

（単数回答） 

 

○「まあまあできている」が 62.3％と最も高く、次いで「十分できている」28.6％、「あ

まりできていない」8.0％となっています。 

 

 

 

 

問３０ 家族で協力して子育てをしていますか。（単数回答） 

 

○「まあまあ協力している」が 48.3％と最も高く、次いで「十分協力している」39.7％、

「あまり協力していない」7.7％となっています。 

 

 

 

 

問３１ 地域の人から子どものことで声をかけてもらうことがありますか。（単数回答） 

 

○「時々ある」が 47.1％と最も高く、次いで「ほとんどない」27.1％、「よくある」

18.6％となっています。 

 

  

28.6

23.2 

62.3

67.4 

8.0

8.7 

0.3

0.3 

0.9

0.4 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分できている まあまあできている あまりできていない 全くできていない 無回答

39.7

35.7 

48.3

54.2 

7.7

7.0 

2.9

1.6 

1.4

1.5 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分協力している まあまあ協力している あまり協力していない 全く協力していない 無回答

18.6

14.5 

47.1

49.9 

27.1

27.2 

6.3

7.9 

0.9

0.4 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある ほとんどない 全くない 無回答
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問３２ お住まいの地域における子育ての環境や支援について、満足していますか。

（単数回答） 

 

○「どちらともいえない」が 48.0％と最も高く、次いで「満足している」29.1％、「あま

り満足していない」13.1％となっています。 

 

 

 

 

問３３ 子育て支援として、身近な地域の人にどのようなことを期待しますか。 

（複数回答） 

 

○「子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい」が 68.3％と最も高く、次い

で「危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい」56.3％、「昔の子育てと比較せ

ず、子育ての現状を理解して、温かい目で見てほしい」45.1％となっています。 

〇前回調査との比較をみると、「危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい」が

12.1ポイント低くなっています。 

 

  

 

  

4.3

3.7 

29.1

27.7 

48.0

48.8 

13.1

13.3 

4.3

5.9 

1.1

0.6 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても満足している 満足している どちらともいえない あまり満足していない まったく満足していない 無回答

45.1

4.0

8.6

56.3

68.3

16.9

20.0

17.1

2.9

9.4

0.9

46.2 

7.2 

12.6 

68.4 

76.7 

16.2 

21.1 

26.0 

2.9 

5.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

昔の子育てと比較せず、子育ての現状を理解して、

温かい目で見てほしい

子育てに関する悩みを聞いたり、相談相手になったりしてほしい

緊急時やほんのちょっとした時などに

子どもを一時的に預かってほしい

危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい

子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい

子どもが参加できる地域行事や催しなどを実施してほしい

子どもに遊びやスポーツ、地域の伝統文化など教えてほしい

地区の公民館が子どもたちの居場所の

一つとなるようにしてほしい

その他

特にない

無回答

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)
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問３４ 子育てに不安や負担を感じることがありますか。（単数回答） 

 

○「多少は不安や負担を感じる」が 54.0％と最も高く、次いで「あまり不安や負担など

は感じない」26.6％、「不安や負担を感じる」「不安や負担などは感じない」共に 7.1％

となっています。 

 

 

  

7.1

5.9 

54.0

50.8 

26.6

23.5 

7.1

9.9 

4.3

7.1 

0.9

2.8 

就学児 R5年度調査

(n=350)

就学児 H30年度調査

(n=1116)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不安や負担を感じる 多少は不安や負担を感じる あまり不安や負担などは感じない

不安や負担などは感じない なんともいえない 無回答
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■ 子育てに不安や負担を感じることがありますか。（自由記述） 

 

【未就学児自由記述】 

居住地区 
子の

年齢 行政支援（サービス）に関すること 

尾ヶ石・阿蘇西 4歳 
父親が育休取得できる雰囲気ではないため、取りやすい風潮にしてほし

い。 

内牧・山田 6歳 

医療や福祉系の仕事で夜勤をしたいが見てくれる環境が行政で必要！病

気した時、診てくれる病後児サービスがなければ子育て中の仕事は、稼

ぎたくても稼げない。勤務してる事業所にそのような環境があればとて

もイイ！ 

その他 5歳 

1 子育て世代への直接優遇措置(住居手当・教育手当・出産手当(ARTや

無痛分娩等))。 

2 療育の理解促進(市報への掲載や説明会や見学会実施) 

3 小学校支援クラスの理解促進(市報への掲載や説明会や見学会実施) 

4 男性子育てへの理解促進(市報への掲載や講習会実施) 

5 阿蘇市独自の各関係機関役職の女性登用の促進義務化(子育て環境改善

のため) 

6 今回のような直接的なアンケート(メールで送付されると各家庭へ行き

届くのでベター)の実施 

一の宮 6歳 

病児保育の利用人数の拡充を強く希望します！また利用料の半額助成な

どのシステムなどあると手近に預ける祖父母などがいない私にとっては

とても助かります！ 

碧水・乙姫 5歳 

育児相談や子どもとの関わり方講座などがある場合に、性別に関係なく

誰でも対象なのだろうけど、母親側へ参加呼びかけが多かったり、母親

が頑張れ(父親はサポート役)的な内容だったりするので、不公平感や育

児を重荷に感じることがある。父親向けにも子どもが生まれたら参加必

修での催しがあってもいいと思う。それに参加するときはもちろん職場

も休めること。乳児期、幼児期など定期的に参加。そのくらいのことが

ないといつまでもサポート役の気持ちが強いように思う。 

碧水・乙姫 1歳 
阿蘇市外の医療機関受診時にこども医療受給者証を利用できるようにし

てほしい。第三子以降の育児手当を 18歳までのばしてほしい。 

一の宮 3歳 

子ども医療費が一旦実費になることがつらい。阿蘇市内は医療費不要だ

が、耳鼻科はないし、小児科は信用できないので結局市外の病院にな

る。となると、費用が一旦自費になるため、金銭的に厳しい時は病院に

連れていくことができない。市外でも医療手当が受けられるように変え

てほしいと切に願います。 

一の宮 6歳 

医療費一時負担を無くして欲しい。役場へ申告に行く手間もあり、子ど

もが市外の医療機関受診の際、その受診費用を現金で持っていないと受

診できなく、困ることがある。小学校へ行くにあたり、バス利用が可能

であれば利用したい。距離が明らかに遠いにも関わらず市役所へ行って

も利用できないの一点張りです。検討してくれる動きも全くなし。荷物

が多い日、悪天候の日は必ず親が送っていく必要がありますし、個人的

にはバス利用があれば学童利用をしなくて済みます。ほかの阿蘇地域で

はバス利用可能となる指定距離の見直しをしている所もあります。是非

検討ください。 
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居住地区 
子の

年齢 
行政支援（サービス）に関すること 

尾ヶ石・阿蘇西 6歳 

子どもを預ける施設の充実化、親のリフレッシュ時間を設ける時間より

も、子どもと親が一緒に過ごせる時間の方に重点を置いた働き方改革の

改善はなされないのか？ただ預ける場所、時間、日数が長くなるのでは

親は楽かもしれないが子どもの負担は大きいと思う。子どもに寄り添っ

た働き方を親がしていける環境作りの方に力を入れて欲しい。 

内牧・山田 6歳 
リフレッシュ目的での預けることが、嫌な顔されずにできれば嬉しい。

あとは色んな制度をもっと活用しやすいようにしてほしい。 

尾ヶ石・阿蘇西 2歳 

保護者支援も大事だとは思うが、保護者の思いを何でも受け入れている

と保護者は子育ての仕方がわからなくなって、余計に虐待や育児放棄等

に繋がってしまうのではないかと思う。子どもとふれあう時間が大事で

あることを、もっと伝えてほしい。育児休業は絶対に一年以上取るこ

と、として 6ヶ月未満の保育園預けはやめてほしい。仕事をしすぎな日

本人。土日は仕事を休み、子どもと一緒に過ごす日、家族で過ごす日と

定めて、保育園は月～金曜日までの利用にしたい。オムツを保育園で処

分してもらうよりも、体調が悪くなったら父親でも母親でも『帰ってい

いですよ』と悪意なく、帰宅できる(休みがとりやすい)環境を作ってほ

しい。 

内牧・山田 4歳 

今回のアンケートもそうですが、ほとんどの支援やサービスがお勤めの

方を中心に考えてあります。その点に不満を感じます。阿蘇は農業や商

工自営業者が他地域より多いのでは？足元の市民をみてください。 

内牧・山田 6歳 

対象の子供には障がいがあるが、支援体制は準備されており、それを利

用させていただいている。特にお泊まりは専門の知識がある方でないと

難しいので、ショートステイはとてもありがたい存在。 

一の宮 3歳 

夫婦で土日祝日を含めたサービス業をしています。夫婦共働きなので、

日曜日祝日の子どもの預け先が無く苦労しています。親兄弟等は県外に

住んでおり、頼めません。阿蘇は観光業が盛んな地域なので、その職に

ついている家庭を考慮した保育環境の提供を強く希望します。 

 

 

居住地区 
子の

年齢 
教育・保育に関すること 

一の宮 0歳 

保育する側の人間として、こども誰でも通園制度を行うのであれば園側

の受け皿をしっかりと整え、園に無理のないような制度として取り組ん

でほしい。 

碧水・乙姫 2歳 保育園に預けるのが怖い。 

尾ヶ石・阿蘇西 5歳 

保育料無料なのに短時間保育枠があり、自分が仕事終わってバタバタし

ながらむかえい行くことが大変。阿蘇市は副食費が高すぎるためかなり

負担だ。 

一の宮 6歳 延長保育は人数が少なく利用しにくい。 

一の宮 6歳 
体操服や制服は、学校支給にしてほしい。学校の先生を増やして、クラ

スの人数を減らして授業をしてほしい。 

一の宮   
やや回答しづらい設問がありましたが、高学年になっても現在の学童保

育で 18時位までみていただけるシステムの継続をお願いします。 

内牧・山田 5歳 
子育て支援センターぴよぴよを利用して良かった。相談できる先生、友

人ができた。 
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居住地区 
子の

年齢 
教育・保育に関すること 

碧水・乙姫 1歳 

保育園に預けることによって私たち親は働くことができており、保育者

の方々には本当に感謝しております。保育者の方々にも家庭がある中、0

歳児から見るのは本当に大変だと思うのでもう少し待遇を良くしてあげ

てほしいです。私たち親も施設に望むばかりではなく、親も保育園も協

力し合えることがあればいいなといつも思います。 

内牧・山田 5歳 

保育園での報連相を的確にしてほしい。子供に対して「この子はこうい

う子だからこうした方がいい」等の決めつけで意見を押し付けないでほ

しい。発達障害の子が増えている中での保育士などの勉強不足が見受け

られるので園全体や市で勉強会などをした方がいいと思う。 

一の宮 5歳 

一の宮小学校の学童は通常 1.2年生が対象で、3.4年生からはなるべく

家でという事ですが、子供だけを留守番させるのは難しい。他の小学校

は高学年まで学童受け入れる事は可能と聞いたので不満はあります。 

尾ヶ石・阿蘇西 5歳 

我が家はひとりっ子なので夏季休暇など長期休暇で 4年生以上も学童が

利用できると嬉しいです。お留守番はできるとしても家に完全に 1人で

毎日置いておくのがかわいそうなので…。もしご検討いただけましたら

嬉しいです。 

一の宮 4歳 

保育園の先生方には大変お世話になっています。祖父母が近くにいない

ので、病気の時に困ります。預けられるところがあると助かります。上

の子が学童を利用しましたが、上級生になって利用ができず夏休みなど

家にいると不安でした。 

内牧・山田 2歳 

春休みだけ、スポット利用など学童保育を利用した分だけの請求だと利

用しやすいと思う。長子のときに学童内で高学年によるからかいや脅し

のトラブルがあり担当の先生にも訴えたが特に改善もなく本人も嫌がっ

たので退所の事務手続きをしに社協へ行き、理由を話すとその時に現場

に言ってほしかったなど言われ、担当者の発言等対応に不満、不信を覚

えたため今後利用することはないと思った。 

内牧・山田 2歳 
0～2歳児の保育料の軽減を検討して欲しい。保育園内での生活を知りた

いので、園内カメラ等の設置を検討してはどうでしょうか？ 

 

 

居住地区 
子の

年齢 
経済的な負担に関すること 

内牧・山田 1歳 保育料が高い。 

尾ヶ石・阿蘇西 3歳 
現在、認定こども園に通っているが、利用料を毎月現金で用意しなけれ

ばならないので、せめて銀行引き落としにして欲しい。 

碧水・乙姫 1歳 
保育料の見直しをお願いします。保育料が高くて家計に影響していま

す。 

内牧・山田 2歳 
第二子保育料無償化を行ってほしい。他の自治体で行っている子育て政

策を積極的に取り入れてほしい。 

内牧・山田 6歳 

ひとり親世帯の世帯収入による所得制限はおかしいと思います。親族と

同居していても生計は別な家庭がほとんどです。同居していない家庭だ

からといって親族からの支援を受けてないとは限らないと思いますし、

制度自体がおかしいです。もっと当事者の声に耳を傾け生活実態を知る

べきです。 

碧水・乙姫 6歳 
給食費など義務教育の間だけでも、給食費など学校で子どもにかかる費

用は無償にしてほしい。ランドセルの無償化。 
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居住地区 
子の

年齢 
経済的な負担に関すること 

一の宮 2歳 子供支援に力を入れて欲しい。子供一人につき○○万など。 

尾ヶ石・阿蘇西 6歳 

保護者が働きながら、子どもを保育所等に通わせ子育てをする環境は充

実していると感じます(保育料の軽減策など)。ですが、家で子どもを育

てたいと願う保護者には支援が少ないように感じています。(経済的な支

援等)例えば、子ども一人辺りにいくらか保護者に払い、家庭で育てる上

で使うのか、保育料などに使うのか、選択できるような仕組みになる

と、今から子どもを持つか考えている人にとってはより選択肢が増える

のではないかと感じます。 

一の宮 3歳 

子育て支援が充実してほしい。非課税家庭ばかりの支援が多いので、ど

の世帯にも公平に支援するべき。3人以上子供がほしいが今のままだと

安心して産めない。 

一の宮 2歳 

いつも、ご支援等ありがとうございます。物価の高騰などにより、生活

的に苦しくなりつつあります。できれば子育て支援金を増やしていただ

けると助かります。 

碧水・乙姫 6歳 子育てにおいて、一番大変なのはお金。 

一の宮 2歳 
保育料無償化になるといいですが…。保育士さんは重労働で給与も少な

く不足しているので給与を上げてほしいです。 

尾ヶ石・阿蘇西 6歳 給食費の無償化。学童費用が高い。 

尾ヶ石・阿蘇西 6歳 

小さい子は無償化になったが小学生からは無償化でない。無償化、無償

化と言ってる割には学校に払うお金が高い。入学から準備などでお金か

かるのに、共働きでもお金は足りなくなる。学童でもお金が高いと思

う。だから預けたくても無理になる。他の場所と阿蘇市はまだまだだと

思う。だからみんな子育て支援などいい所に行くんだと思います。 

碧水・乙姫 5歳 

住民税を毎月二万も払っているのに、子ども手当が少なく、４ヶ月に１

度しか支給されないため、支給されない月は生活が厳しい。何のための

住民税なのか、子育て世代に対しての支援が行き届いていない。産婦人

科もないため子供を産みたいが、産めない。他県の自治体の方が、子育

て世代に対しての支援がしっかりしているので、比べてしまう。阿蘇か

ら出たいと思ってしまう。  

内牧・山田 6歳 ランドセル購入補助、体操服購入など補助。 

内牧・山田 5歳 児童控除など財政面の支援がもっと充実してほしい。 

 

 

居住地区 
子の

年齢 
医療・健診等に関すること 

内牧・山田 5歳 小児耳鼻科をつくってほしい。 

碧水・乙姫 6歳 

阿蘇市以外で受診した際の医療費をかからなくしてほしい。手持ちのお

金がないから病院に行くのを躊躇するときがある。それで子どもの治療

が遅れてしまったりする場合が有り得るから。 

阿蘇医療センターの耳鼻科の日数を増やして欲しい。子供にとって耳鼻

科はなくてはならない存在だが日数が少ないとやはり阿蘇市以外の病院

にかかるしかなくなる。 
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居住地区 
子の

年齢 
医療・健診等に関すること 

碧水・乙姫 5歳 
検診が午後からだと、昼寝の時間帯なので子供かぐずる確率が高くなる

と思います。 

内牧・山田 3歳 

健診の土日祝開催を希望。健診の問診票の質問文に、育児の主体は母親

だという古い考えに基づくと思われるものが散見され、違和感を覚え

る。 

内牧・山田 2歳 

子どもの検診で待ち時間が多すぎる。職員が立ちっぱなしなのに待って

る時間が多いため子どもが待てず泣いてしまう。また、保健師との面談

の際、子どもの面倒を見ながら面談は難しいので立ちっぱなしで何もし

ていない職員が子どもの相手をするなど対応して欲しい。また、療育

を、勧められる際、心理士や職員が 1つの事業所をオススメしてくるの

は何故ですか。市町村なら公平な立場でなければならないと思います。 

 

 

居住地区 
子の

年齢 遊び場など、子育て環境に関すること 

内牧・山田 2歳 
1～3歳ぐらいの子どもが気軽に遊べる公園があるといいなと思う。あそ

ビバは対象年齢が高い、人が多すぎて気軽に利用できない。 

尾ヶ石・阿蘇西 6歳 気軽に遊べる遊び場が少ない。交通の利便性が悪い。 

尾ヶ石・阿蘇西   子どもだけでも行動できる利便性。遊具を増やす。 

一の宮 5歳 
公園など遊ぶ施設や雨の日でも遊べる室内公園、急な休みが必要な時に

支援してくれるサービスがほしいです。 

内牧・山田 5歳 

放課後、子ども達が自由に集まれる場所があるとよい。自宅と学校が遠

く、近所に歳の近い子もいないので遊び相手がいないという面で高学年

になったときどうしようか悩んでいる。 

一の宮   
子供だけで安心して遊べる公園が少なく、あっても場所も遠いため行か

せられない。子供は外遊びが大好きなので公園を増やして欲しいです！ 

一の宮 5歳 

日曜祝日は支援センター等が利用できないため、公園以外でも遊べる場

所が増えたら嬉しいと思います。夏は水遊び場など。冬は寒いので屋内

施設もあると大変ありがたい。病児保育の枠が増えて欲しい。  

一の宮 5歳 
町内に夕方や土日に利用できる屋内プール、遊具付きの屋内外施設が欲

しい。 

碧水・乙姫 5歳 

校区内で住宅がほぼない。バス通は乗り遅れた場合対処に困る。不登校

の兄弟がいるため多分この子も躓くと考えられる。不登校の子どもを抱

えての就労は困難である。支援が手薄。療育施設を使用しているが就学

にあたり就学前より制限が掛かり不便。療育に関する病院がほぼ阿蘇市

にないに等しい。公園が地域にほぼないに等しい。そのため車を出さな

くてはならない。徒歩圏内に公園が欲しい。屋内遊戯所が皆無。真冬、

炎天下の真夏や雨の日など必要と考えます。阿蘇市遊ぶ施設が少なすぎ

る。住宅も小学校の周りにないのはおかしい。不便極まりない。子育て

家庭を支援する様にして欲しい。保育料無料になっているが小学校の給

食費も無料化して欲しい。大体不登校で学校行ってないのに校納金取ら

れるのも納得いかない。無駄を省き、子どもにお金をかけてはいかがで

すか?元明石市市長の泉さんの政策素晴らしいですよ。  

尾ヶ石・阿蘇西 5歳 遊ぶ場を増やしてほしい。アゼリアのプールの再開を強く望みます。 
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居住地区 
子の

年齢 
遊び場など、子育て環境に関すること 

その他 2歳 

両親どちらもフルタイムで就労する立場としてもっと子供たちの育児に

対しての補助金や遊べる施設(公園、遊具、室内の遊び場等)多方面から

援助がないと子供たちを持つ世帯がどんどん阿蘇から離れていくと思い

ます。 

内牧・山田 6歳 

子育てするにあたってすごく、住みにくさや子育てしにくさがありま

す。買い物するところも、公園も少なく、遊ぶところもないです。商業

施設もなく、どこにいくにも阿蘇から出なくてはいけいので、お金も時

間もかかります。自然が良いのかもしれないですが、お散歩すれば、高

齢者が多いので危ない運転に何度も出会います。高齢化が進み若者がま

ちから出ていくんだろうなと思います。子育てしやすい街になって欲し

いです。 

 

 

居住地区 
子の

年齢 アンケートに関すること 

内牧・山田 5歳 アンケートが長く、わかりづらかったり回答しにくかったりしました。 

一の宮   アンケート多すぎです。  

内牧・山田 3歳 
質問事項に、答えづらい問いがあった。冠婚葬祭の宿泊数や放課後時間

とか、その時にしかわからないので答えられないことがあった。 

 

 

居住地区 
子の

年齢 その他 

碧水・乙姫 6歳 
地域行事や学校行事等は減らして欲しい。コロナ前に戻さないでいいと

思う。 

一の宮 4歳 
どんなに好きなことでも収入が低いとモチベーションにつながると思う

ので保育の先生方の負担の軽減と賃金の値上げを希望します。 

一の宮 5歳 

阿蘇市にどのような子育て支援がどれだけあるのか、知らずにいた。こ

のアンケートで知らないこともあった。もっと情報発信していただきた

いと思いました。 

碧水・乙姫 5歳 

他の保育所・学校で行っている事も知りたい。行事だけでなく制作方法

や運動、学んだ事を見せる環境(発表会ではなく展示や張り出し)。良い

ところは真似て子供達のプラスになればと思う。保健センターの方は優

しい方ばかりですが、栄養士さんも地区担当さんも健診の時など色々質

問しても結局『個人個人で違うので…。』と言われる。そう言われると相

談の意味がないなと思う。こどもノートをそのまま読んで終わり。以前

住んでいた所では担当さんの言葉で話してくれたり案を出してくれたり

していたので。 

一の宮 6歳 

仕事をしなければ暮らせないが預ける場所がなければ働けない。道が工

事中のため車が通ると危険なため歩きで登校させるのは不安があるがど

うしょうもない。 

その他 4歳 

就学後、子どもの帰宅する時間が変動するため、親として共働きでフル

タイムで働くことが難しくなる。また、学童も空きがないと聞いたりす

るので今後、自分の思い描いてるように働けるのか不安がある。 
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居住地区 
子の

年齢 
その他 

その他 3歳 

乙姫の児童センターの活用の強化について、定期的なイベントの開催な

ど親子で気軽に利用できる取り組みを増やしインスタなど SNSを使って

その情報を発信してほしい。地域の子育て世代集まれる場所は大事。若

い人は意外と情報に敏感なので。 
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【 就学児自由記述 】 

居住地区 学年 行政支援（サービス）に関すること 

尾ヶ石・阿蘇西 4年生 
阿蘇市以外でも子ども医療費を手出し無料にしてほしい。後日返金だと

お金がない時に厳しい。 

碧水・乙姫 3年生 

阿蘇市外の病院受診について、医療費を福祉課窓口へ申請しに行くが、

その時間の確保も負担であり、子育てと逆行していることを理解してい

ただきたい。予算はかかると思うが、近隣の市町村と比較しても対応で

きていないことが遺憾であり、早急な対応を願う。低年齢の人口流出に

もつながるため、至急の予算化、対応をお願いしたい。 

碧水・乙姫 3年生 

阿蘇市外の医療機関にかかった際に、一度手出しして医療費の申請を市

役所に行かなければならないのが大変。阿蘇市にはない、皮膚科耳鼻科

等にかかる頻度が子供は高いので、阿蘇市外も受給者証を使えるように

してほしい。 

碧水・乙姫 3年生 

現状、別居中の為生活に余裕は無い。こどもたちが学校に行けない状態

で、こどもだけになり喧嘩などのトラブルになる。仕事がままならな

い。在宅ワークを検討中だがスキルが乏しい。こどもたちは療育施設を

利用し、精神科も通院中。学校に行けないと受け皿が無い。もっと自由

にこどもの個性を受容し、家庭、個人に合う柔軟性を持ってほしい。ほ

っとすくーるも脱走し、暴れると受け入れが難しい。療育施設は放課後

だからと福祉課が許可しないとほっとすくーる後の受け入れが難しい。

どうにか助けてください。子どもの居場所が少ない。子どもに家庭に寄

り添うことを考えてほしい。 

一の宮 1年生 

就学前には「ぴよぴよ広場」には大変お世話になりました。そこでの出

会い（先生方がつないでくださいました）のおかげで、今こうしてこの

阿蘇に相談する仲間が出来ました。不安がいっぱいの子育てが、楽しい

ものになりました。このような場所を作ってくださり、大変感謝してい

ます。今後もそう言った場所があることを願っています。 

一の宮 2年生 

バスの利用の範囲をもう一度検討ください。役所に行かれた親御さんみ

なさん、距離が決まっていますのでと言われて終わっています。その距

離の見直しが必要だと感じます。また医療費の後払い制度、大変不便で

す。現在子どもに合った病院へ連れていく必要性があるのですが（紹介

状が必要な大きな病院なども含めます）必ず受診すれば阿蘇市外では払

う必要があり、高額になったときのお金が本当に大変です。子どもに必

要な医療を受けさせたいのですが、受けさせることが困難なことがあり

ます。 

一の宮 1年生 

休んで看病したいが、人員不足で休みがもらえない。病児保育の人数、

場所の拡大、費用を助成してほしい。朝受診する必要があるので職場に

遅刻する、どうにかならないか。子育てしやすい環境を整えてほしい。 

碧水・乙姫 1年生 
コロナ時、長く休まなくてはならなかったので、病児保育や親が発症し

たときのサポートが充実するといいと思います。 

尾ヶ石・阿蘇西   

阿蘇市以外の病院でも子ども医療費受給者証を使えるようにしてほし

い。(他の市町村はほとんど対応している)。子育て中は、皮膚科や耳鼻

科、夜間発熱などで阿蘇市以外の病院に行くことが多いのに対応されて

いない。役場へ書類提出に行かないと、医療費返還の手続きが出来ない

が、平日は仕事で役場へ行くこともあまり出来ないため、とても不便だ

と感じる。  
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居住地区 学年 行政支援（サービス）に関すること 

内牧・山田 3年生 一人親なので、学童や社会支援などとてもありがたいです。 

内牧・山田 2年生 

学校まで徒歩 50分近くかかります。集団登校の集合時間も早いので、

下の子の準備などもありいつも間に合わず、毎朝送り迎えをしていま

す。バスを出してくれたら非常に助かります。 

尾ヶ石・阿蘇西 3年生 

ずい分前に卒業しましたが、子育て支援センターを残して頂きありがと

うございました。ぴよぴよのお陰で、知らない土地でも子育て頑張れま

した。 

波野 6年生 
スクールバスの利用条件を緩和してほしい。例えば、利用距離の緩和。

安全の為の利用を可能にして欲しい。 

一の宮 4年生 

周りが田んぼばかり、通学路には電灯のついた所は一部なのに、中学生

だけ自転車通学させるのはなぜですか？部活もなくなるのならば、バス

通学を開始して欲しい。仕事が終わる時間には学校が終わっていて、フ

ルタイムに移行できません。そうなると収入減少になります。 

 

 

居住地区 学年 教育・学童に関すること 

碧水・乙姫 6年生 

すいません、長文になります。子育てや支援とはまた別の話しかもしれ

ませんが書かせていただきます。保育園や小学校の先生方に日々お世話

になっておりますが、不適切指導が問題になっている現在、阿蘇市でも

っと実態を調査していただきたいです。我が子もこれまでに、特定の先

生から子どもへの不適切指導が行われていた時期があります。もちろん

他の友達も数名されておりました。やられている期間は、声をあげる事

ができない子どももいるので、何も知らないまま過ごしている保護者の

方もおられます。一生心の傷は消えません。保育園でも保育士による不

適切保育がとても多いとよく耳にします。そちらも実態を把握してもら

いたいです。内部で調査を行っても、阿蘇市は知り合いや繋がりも多い

ので、世間がとても狭く、内部告発ができない職員がほとんどです。先

生、子ども、そして保護者から、これまでどんな実態があったのか、現

状も踏まえ、アンケートを行ったり、保育園や学校ごとでしっかり持ち

寄り、注意喚起、改善してほしい。少しでも子どもにとって安全な保育

園、教育に繋げてほしいと思います。声をあげているのはごく一部だと

思います。学校や保育園からのアンケートを渡されるのではなく、各家

庭に市からの配られ、匿名で返送できるといいなと感じます。あと、そ

ういった窓口があるもののやはり、通報となると勇気がいります。なの

で、こどもを取り巻く環境を見直すために、保護者にも不適切保育園や

指導の講話、談話会などを開いたり、第三者に気軽に相談できるような

雰囲気の取り組みがもっとあるといいなと私は思いました。  

尾ヶ石・阿蘇西 4年生 

現代の子供たちは、潜在的に多くのストレスにさらされている恐れがあ

る。なので、そのケアや対応を適切にできる学校の体制を整えてほし

い。子供が学校に行っている間の出来事はほとんど全てブラックボック

ス状態なので、子供たちの課題については先生方に対応を頼るしかな

い。なので、いじめ等の大人が介入することが必要な事案の際には、躊

躇なく、先生方にそのトリガーを引いてもらうことを期待します。そし

て、そういった有事の際には、徹底した原因究明を求めます。 
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居住地区 学年 教育・学童に関すること 

尾ヶ石・阿蘇西 1年生 
統合の話も出ているようですが、歴史のある阿蘇西小学校を今後も存続

させて欲しいです。 

一の宮 4年生 
小学校など、特に人数が多いクラスはクラスを分けて先生が生徒一人ひ

とりに目が届くような環境づくりを心がけて欲しいです。 

一の宮 3年生 

学童は 6年生までみていただけると、安心して仕事を行うことが出来る

と思います。学童は長期休み中は利用人数が多くなると思うので、本当

に家で保育出来ない子どもさんを預かると、密にならないと思います。

利用料金は日額料金がいいと思います。  

内牧・山田 6年生 学童の先生の質を上げて欲しい。 

その他 3年生 
地域で登下校を見守ってほしい。学童を利用したいが、学童の先生方の

悪い評判しか聞かないので利用できない。改善してもらいたい。 

一の宮 3年生 

地域によって学童で預かってもらえる年齢がちがうことに不満がありま

す。核家族で子どもを見てくれる大人が近くにいない中で、発達がグレ

ーゾーンの子どもを平日の下校後に 1人で留守番させることが不安で

す。経済的な理由で仕事がやめられないので、悩みはたくさんあります

が、何も解決しません。小学生の間は長期休みの期間だけでも学童など

で預かってもらえると安心して親は働けると思います。 

一の宮 4年生 
今年次女が小学生になるのですが、姉と一緒に帰宅できる環境がほし

い。放課後子ども教室を増やしてほしい。 

内牧・山田 1年生 

教育者の「この子はこうだからこうした方がいい」などの決めつけた意

見などの押し付けはやめてほしい。発達障害の児童が増えてきている中

で教育者の勉強不足がとても見受けられるので学校や市など全体で勉強

会などをして正しい知識を身につけた方がいいと思う。対象児童が精神

的に崩れた場合の対処として好きな事をさせるのは教育、正しい対処で

はないと思う。 

一の宮 5年生 子供を叱れる学校であってほしい。  

一の宮 5年生 

子供を学童に預けているが学校に残って上の兄弟を待っている子がい

る。だったら学童に行けばいいと思う。それが許されるのならわざわざ

学童にお金を払って預けているのが意味ないことだし腹が立ちます。不

公平です。あと、別のところで給食費を払ってないとこがあるとか聞き

ますがそれにはどういう対応をしているのでしょうか？それで払わずに

そのままとかはないですよね？ 

 

 

居住地区 学年 経済的な負担に関すること 

碧水・乙姫 6年生 

収入による教育格差がないように非課税世帯など関係なく教育費の援助

をしてほしい。全世帯給食費を無料にして欲しい。経済的に余裕が出て

くれば子育てにも余裕がでると思う。 

その他 5年生 

母子家庭です。今後の進路を考えると市外へ行かなくてはならなくなっ

た時の学費や交通費の事が心配です。子供達の選択肢と可能性を奪って

しまわないようご配慮頂けると嬉しいです。 

一の宮 5年生 

子育てにはお金がかかります。また阿蘇という土地なのでいろんな面で

子育てし辛い。お金もかかります。給食費等の無料があると助かりま

す。子育て世帯に寄り添ってほしい。 
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居住地区 学年 経済的な負担に関すること 

一の宮 6年生 給食費を無料もしくは支援してほしいです。 

内牧・山田 6年生 教育資金の補助や援助が、欲しい。中学校の制服代が、高すぎる。 

一の宮 5年生 
様々な教育費用の負担軽減をお願いしたい。他自治体と補助や制度など

の足並をそろえてほしい。 

 

 

居住地区 学年 医療・健診等に関すること 

内牧・山田 6年生 

子供が夜中や日曜日などに病気になった時に行く病院が無い。医療セン

ターや温泉病院にいっても子供は見れないと言われる。なんの為の救急

病院なのか、意味が無い。安心して行ける病院があればいい。 

内牧・山田 4年生 
お産の出来る産婦人科が、阿蘇にはありません。耳鼻科や皮膚科も少な

いです。何かあった時、頼れる病院が阿蘇には少ないと感じます。 

内牧・山田 5年生 
1 耳鼻科を恒久的に設置して欲しい。 

2 都市部と変わらない教育と支援を受けさせて欲しい。  

内牧・山田 4年生 

まず、病院が少ない。耳鼻科や皮膚科、夜間緊急時に受診できる小児科

を作って欲しい。阿蘇は学力が低いと聞く。もっと学力向上に力をいれ

た方が良いと思う。質の向上も必要だと思う。 

 

 

居住地区 学年 遊び場など、子育て環境に関すること 

その他 1年生 

近所に遊べる公園がないので、友達と遊ぶ時もどちらかの家庭で過ごす

ことになり、お互いに負担になる。子どもが気軽に集まれる場所がほし

いと思う。歩道がきちんとある道が少なく、登下校が心配。観光地なの

で地元の事情を知らないまま運転される方が多く、見ていてもヒヤッと

することがよくある。地域性が強すぎる部分があり、子育てしにくく感

じることがある（行事などでも「こうしなければいけない」というしが

らみが多い気がする）。阿蘇外から嫁いだせいか、戸惑うことが多い。 

その他 1年生 雨の日に遊べる施設を作ってもらいたいです。 

尾ヶ石・阿蘇西 1年生 

学校までの道のりに車通りが多い場所を歩いて通学する場所があるので

不安です。子供達だけで遊ぶ場所が家の中しかないので各地域に大きめ

の公園を作って欲しい。土地あったり空き家が多いのでそれらを解体し

子供たちの遊び場を作って頂いたら、子供たちも外で遊ぶことができ

る。 

尾ヶ石・阿蘇西 1年生 とても子育てしづらい環境。引っ越したい。 

一の宮 5年生 

子供達が近場で遊べる公園や遊具があまりなく遊べる場と言う所が阿蘇

には少なすぎると思う。子供達が走り回れる場所がないのか外で遊んで

いる姿をあまり見ない。学校以外で気軽に遊べる公園があるといいなと

思う。 

碧水・乙姫 2年生 
雨の日に遊べる場所がないので、公民館や使っていない小学校の体育館

を開放してほしいです。 



 

89 

居住地区 学年 遊び場など、子育て環境に関すること 

一の宮 6年生 

近くに安心して遊べる場所(公園等)がない。様々な場所にある必要はな

いが、阿蘇市として様々なことを考えてまちづくりをして欲しい。子育

てがしやすいまちづくりをしないといずれ人が減っていき阿蘇市として

成り立っていかなくなります。 

内牧・山田 2年生 地域の子供達が遊べるちょっとした公園を所々に作ってほしい。 

内牧・山田 2年生 無料で遊べる室内空間が出来たら嬉しい。 

一の宮 3年生 整備された公園が一の宮にほしい。  

一の宮 1年生 一の宮に公園が欲しい。 

一の宮 3年生 

公園の遊具が老朽化して危ないと感じる(トンボ公園やカブトムシ公

園)。また一の宮地区にも、内牧にある、アソビバのような遊具施設を

作ってほしい。また、教育面については、学校の宿題が多すぎる、特に

長期休みの宿題は多すぎて、親の負担が大きいです。出来る子供は良い

かもしれませんが、勉強が得意でない子供も居るんです、学校から帰っ

たら集中力が無くなる子供も居るんです、それでも宿題があれば親とし

ては、させなければいけない、勉強が得意でない子供には負担が大き過

ぎます、その宿題によって何か身に付くことがあれば良いですが、イヤ

イヤでさせられても何も身に付きません、その当たりをもう少し考えて

下さい。学校には、何度も言いましたが変わりません、教育委員会から

学校の先生に言って下さい、お願いします。 

内牧・山田   

あんぜんな公園が身近にできたら嬉しい。西松屋など、子供向けのお店

が、阿蘇に欲しい。阿蘇はドラックストアばかりできて、もう要らない

です。日赤みたいに、小児科の救急が充実して欲しい。  

一の宮 3年生 子供を安心して遊ばせられる公園がないので作ってほしい。 

一の宮 6年生 

大きくなくていいので歩いて遊びに行ける公園をもっと作ってほしいで

す。親が車で連れていかないと行けないので、子供が自分で行ける公園

がもっとあればいいのになと常々思います。 

一の宮 2年生 
家の中か友人の家しか自由に遊ぶ場所が少ない。駐車場で遊んでも近所

の人から注意されたりするので公園を作ってほしい。 

一の宮 2年生 

一の宮地区にも子どもが遊べる公園を増やして欲しい(大型遊具もある

ような)。もしくは、今ある一の宮運動公園の遊具を増やしたり、公園

として遊べる場所の広さを広げて欲しい。 

一の宮 4年生 
子供が安心して遊べる場所が近くにないので公園を増やしてほしい。雨

の日も身体を動かせるように空いている体育館等を開放してほしい。 

一の宮 2年生 自由にボール遊びができて、車の心配がない、広い公園が欲しい。 

一の宮 1年生 
町内に夕方や土日に利用できる屋内プール、遊具付きの屋内外施設が欲

しい。 

尾ヶ石・阿蘇西 6年生 
子供だけで遊べる公園が、子供たちだけで行ける距離にあると良いなと

思いました。 

内牧・山田 1年生 
温水プールがあるといい。水嫌い泳げない子供が増えているので年中通

してできる場があるといいと思う。  
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居住地区 学年 安全・安心に関すること 

内牧・山田 3年生 
アソビバに行くにも今金付近が歩行者天国のようになっていて危険で怖

い。  

一の宮 6年生 

地域の方に登下校時の見守り隊として活動していただいて有り難いと感

じています。通学路が、もし助けを呼ばなくてはならない状況になった

時、住宅が無い田んぼ道が続くところなので。同じ一の宮小学校校区内

だけど、引越したのと同時に地域の行事などがコロナで、ほとんど無く

なったようで顔見知りが少なく心配でした。登下校の班で、まとまって

歩いてないのを、よく見るので、運転している時に危ないと感じる時も

あります。学校の先生にも個性あふれる子供たちの対応に感謝してま

す。勉強だけではなく先生方の経験談など、色々な話を聞くのも楽しい

ようです。ただ、授業や宿題だけでは学力の差を感じているため通信教

育を取っていますが、兄妹でも合う合わないもあり、今、試行錯誤中で

す。 

一の宮 6年生 

通学路として指定されている道が狭い。スピードを出す車が多すぎて危

険な場面がある。バス通学重視で徒歩の子どもの危険度を把握してもら

いたい。 

碧水・乙姫 5年生 

車の通りが多い道路には歩道を作ったり、見通しが悪い所にはミラーを

設置するなど、子供達が事故や犯罪に巻き込まれないよう自由に外で行

動出来るようになればいいと思う。 

一の宮 5年生 

学校給食に関して、パンに使用されている小麦は熊本県では国産小麦を

使用されていると知り安心しています(輸入小麦はポストハーベストの

問題からです)。パンの材料でマーガリンを使用されていますが、トラ

ンス脂肪酸の悪影響がありますからせめてバターを使用してほしいで

す。我家では牛乳は飲ませたくないので、牛乳以外の飲み物の選択肢を

お願いしたいです。有機野菜を使用している学校給食の県が全国に広が

ってきています。農業県の熊本だからこそお願いしたいです。食の安全

性を考えていただきたいです。 

 

 

居住地区 学年 その他 

碧水・乙姫 5年生 学校行事や地域行事を減らして欲しい。大変だから。 

一の宮 5年生 兄弟で一緒に帰ってきてほしい。 

一の宮 4年生 
はたらき方のアンケート欄に、自営業・農業などの解答があったがよか

った。 

碧水・乙姫 6年生 PTA役員になりにくい(出事の回数が多すぎる)。改善してほしい。 

一の宮 3年生 近所に子供がいないため兄弟で遊んでいます。  

その他 3年生 

子育て支援の前にまずは出産への意識のハードルを下げること、子を産

みたいと思える環境作りが必須。民間医療機関と連携して整備を進めて

ほしい。地元医療機関での出産者には市からお祝品（特産品詰め合わせ

など）をプレゼントするなどいくらでも方法はあるはず。 
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居住地区 学年 その他 

碧水・乙姫 6年生 

親にとっては良いサービスが増えていると思うが子どもにとってはどう

なのか？正直、子どもと親の愛着関係に疑問を感じる。阿蘇市の学力低

下や子育て環境の悪さ。学校職員も保育士も少ないのに子育て事業の充

実という意味がわからない。子育て事業の充実を拡充する前に賃金を上

げ人材の確保をするべきでないか？現場は死にもの狂いでやっている。

我が子の子育てより他の子の子育てに翻弄している。こういった現場を

知っていますか？保護者や養育者にアンケートをとると同時に学校職員

や幼稚園教諭、保育士、その他子どもに関わる仕事についている現場の

意見を聞いていただきたい。また子どもが病気をすれば安心して休める

職場環境を整えるという考えにシフトチェンジしてほしい。普段忙しい

中…親と子がしっかりと関われる環境を整えるのが先決ではないか？な

にかあれば子どもを預ければいいというシステムに疑問を感じる。本当

に必要とする家庭もあるかと思うがまずは、子どもと親を繋げるべき。

また英語教育に力を入れると聞いたこともありますが…。その前に授業

など座っていられない子どもが多い。不登校も多い。グレーゾーンの子

どもも多い。そんな中、中身のない教育をしていくのですか？まずは、

そういった子ども達を救うべき。阿蘇市の教育の遅れは昔からながらの

考えでは？三の柱と 10の姿。幼保小中と繋がって子どもを育てるとい

う仕組みが阿蘇市にあるとは思えません。教育委員会、福祉課と繋がっ

て今後の阿蘇市の保育や教育について考えるべきでは？親として子ども

と関わる仕事をする者として阿蘇市の子育て環境には疑問を感じていま

す。まずは、現場を知ってほしい。 
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第３章 中学生/高校生ヒアリング調査結果 
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１．調査の目的 
 

第３期阿蘇市子ども・子育て支援事業計画策定の策定にあたり、子どもた
ちの意見を直接聞くことで、より実態に即した計画を作成する。  

 

２．調査の実施要領 
 

調査日 令和６年２月 26日（月） 

調査時間 13時 05分～ 16時 50分～ 

調査対象者 阿蘇中学校 生徒会役員 阿蘇中央高校 生徒会役員 

調査場所 阿蘇中学校 阿蘇中央高校 

調査方法 対面式によるヒアリング調査 
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中学生 
 

問１  「こどもまんなか社会」のイメージと取組み 

①「こどもまんなか社会」と聞いたことがあるか。 

中学生 ・ある（１名） 

 

②「こどもまんなか社会」のイメージは。 

中学生 ・子どもの意見を存分に取り入れる社会だと思う。 

 

③市の取り組みでアンケート調査や「子ども議会」などに参加したことはあるか。 

中学生 ・なし 

先生 

・ここ 3～4年、世代的にコロナ禍で交流できていない。以前は参

加した生徒もいたと思うが、このあたりの子ども達は経験がない

と思う。 

 

④そういう機会があればワークショップに参加したり、どういったものに興味・関心

があるか。 

中学生 
・中学校の生徒会役員が集まって、各学校の取り組みの発表や交流

があれば参加したい。 

 

⑤市の取り組みへの参加はハードルが高いか。 

中学生 ・市の集まりがあった時は、どんなことを話すのか。 

事務局 

・市でまちづくりの移住者や商店街の活性化の計画を作るときに、

若い世代の声を聞こうと集まってもらってグループを作ってテー

マを決めて「こんなまちにしたい」「こんなまちにするにはどうす

ればいいのか」「子育てのこと」などの話し合いをする。 

先生 
・ランチミーティングなどで大人の人達と話し合いをするので、そ

の中でまちづくりや子育ての話をするといいと思う。 

 

⑥市のホームページを見たことがあるか。 

中学生 ・テレビ電話みたいなのを見ている。（お知らせ端末） 

 

⑦市の取り組みなどに参加してもらうためには、どのような場所や時間、内容だった

らよいか。 

中学生 
・部活動生が多いので、ほとんどの部活が午前中にあるので（休み

の日の）午後であれば参加しやすい。 
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問２  阿蘇市は子どもにとって住みやすいか 

①住みやすいと思う方は理由も教えていただきたい。 

中学生 

・住みやすい。近くにスーパーなど店があり、体育館などの体を動

かすところがある。 

・住みやすい。地区ごとで遊び場があり、地区の色んな人と話すか

ら近所の人と気軽に話せる。 

 

②住みにくいと思う部分があれば理由も教えていただきたい。 

中学生 

・外灯が少なく、夜が危ない。中学生が映画を見たりするような遊

ぶところが遠くて少ない。 

・生活面では近くにスーパーがあって住みにくくはないが、遊ぶと

きに遊び場が少ない。 

・小さい子どもが遊べる遊び場はあるが、中高生が楽しめる場所が

ない。 

 

③今、遊んでいるところは。 

中学生 
・ゲームをする人もいると思う。体育館があるのでそこで遊んでい

る。 

 

問３  子どもにとって住みやすいまちになるためにはどうしたらよいか 

①住みやすいまちにするにはどうしたらいいか。（できるできないは別として） 

中学生 
・外灯を増やしてほしい。映画館や洋服が買えるところが山を越え

なくても済めるところがほしい。 

 

②通学で不便さを感じるところはないか。 

中学生 

・バス停に屋根がほしい。バス停の前に横断歩道があるがそこで事

故があったりしたので、信号などをつけてほしい。 

・家の塀で死角になっているところがあり、自動車が来ているか確

認できないところが多くある。 

 

問４  その他、意見交換 

①市への要望は 

中学生 ・幅広い世代で楽しめるイベントを催してもらいたい。 

 

②他の市で行っているイベントで阿蘇でもあるといいと思うものはあるか。 

中学生 
・秋田でみんなで田植えを行ったり、障がい者のスポーツを体験す

るようなことがあった。 
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高校生 

問１  「こどもまんなか社会」のイメージと取組み 

①「こどもまんなか社会」と聞いたことがあるか。 

高校生 ・なし 

 

②「こどもまんなか社会」のイメージは。 

高校生 

・子どもの為に、社会が合わせる。 

・子どもの意見や利益を第一に考えること。 

・子どもを中心とした考え方で、子供の目線に立って必要なことを

考えていくこと。 

・子どもを社会全体で守っていく。 

・子ども中心に考えながら、社会全体が回っていくようなこと。 

 

③子どもの声を大人に届けるためにはどうしたらよいか。 

高校生 

・市役所に要望を出し、不便な点や改善できないかを伝える。 

・まず友達や親に話す。そこから色んな人と共有して、周りの人も

同じ意見であれば根拠として出しやすいし、情報集めをして最終

的にどうするかを相談して、市役所等に相談する。 

事務局 ・SNSを利用した発信方法を使用してはと考える方はいるか。 

高校生 
・SNSでの発信で大人に伝われば変わると思うが、利用者が多いの

で小さい意見が拾われるかどうかわからない。 
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問２  阿蘇市は子どもにとって住みやすいか 

①住みやすいと思う方は理由も教えていただきたい。 

高校生 

・小学 4年生の時に引っ越してきた。遊ぶこと、学校が遠いなどの

不自由はなかった。「総合的な探求の時間」の中で阿蘇市の（門前

町）商店街や地域の課題を探すということをした中で、課題とし

て子どもが楽しめる施設があまりない。内牧は遊び場があるが、

小さい子ども向けの施設はこの近辺には少ないと思う。 

・小さなときに大津から一の宮へ引っ越してきて、近くに遊べる場

所がなかった。運動公園はあるが利用しやすい場所でもなく道も

細い。最近は牛舎が建ったとのことで問題があると聞いた。今の

子ども達が通いづらい状況になっている。最近外で遊ばなくなっ

たことにゲーム機の普及や場所が無くなっていき、見守る方達が

少なくなるなど色々な要因があって、安全に小さな子ども達が遊

べる環境はあった方がいいと思う。 

・子どもも大人もだが、普通に生活する分には自然も豊かで、水も

食べ物もおいしいので住みやすい。ただ、子ども達が遊べる場所

が少なく、自分達が遊びに行くにしても他市に行くことが多いの

で子どもが楽しめる場所が確保できると更にいいと思う。 

 

②子どもが遊ぶ場所が少ないとのことだが、どうすれば場所が増えるか。 

高校生 

・地震後の仮設住宅があり、（アゼリア 21）プール施設が休止中で

使われていない、空家も多くある。取り壊しにも膨大な費用がか

かるので難しいと思うが、使われていない場所があれば子育てに

使えるスペースを増やしていけばいいと思う。 

・（いこいの村、みんなの森）レジャー施設を以前は使えていたが今

は使えない。阿蘇市にはそういう施設が意外とあるような気がす

る。今は屋内で遊べる場所が少ないような気がするから、今使わ

れていない場所を活用して、屋内で遊べる場所もあるといいと思

う。 
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問３  子どもにとって住みやすいまちになるためにはどうしたらよいか 

①実際住んでいて不便だと思うところは。 

高校生 

・道が狭い。白線が消えかけて、歩行者の通路が狭い。入り組んで

いる道路にカーブミラーが無かったりして危ない思いをしたこと

がある。小さい子の通学路もあるので道路を中心に（事故が起き

ない）改善ができると思う。道路が地震でかなりガタついている

所が多く、それで転倒したら歩行者に危険が及ぶ。その道路の舗

装を行うことで子ども達に気を配ってほしい。 

・休日は観光客（阿蘇神社、門前町商店街など）が多いので、親の

自動車などで通ると観光客が道まで出ていたり、横断歩道のない

ところを通ったりして危ない時があった。 

 

 

問４  放課後の過ごし方 

①放課後の過ごし方は。 

高校生 

・部活動、生徒会活動、何もない日は家に帰ってゆっくり過ごして

いる。 

・部活動、テスト前は学校に残ってテスト勉強。 

・家に帰ったら勉強。友人と帰る時、立ち寄れるお店がないので友

達と勉強や雑談する。立ち寄れる場所があるとそこで過ごし思い

出が作れる場所があるといいと友達と話している。家に帰って勉

強したり、友達に電話して過ごすことが多い。 

事務局 ・立ち寄れる場所とは。 

高校生 

・（マクドナルド、イオンなど）ふらっと帰りに寄れる店。 

・19時前後までは学校に残っている。その後は帰るが、もう少し早

く帰る時は親に買い物を頼まれていることがあるのでそれを済ま

せて帰る。 

・18時まで部活動。その後は家に帰りゆっくりしている。 

事務局 ・自宅に帰った時、親はいるか。 

高校生 ・遅い時は大抵いる。 

事務局 ・19時まで残って何をしているのか。 

高校生 ・部活動や勉強をしている。 
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問５  その他・意見交換 

①自由な意見や阿蘇市に対する要望はあるか。 

高校生 

・バス通学だが通学時に観光客でバスが埋まってしまい、バスに乗

れない事があった。一人しか乗っていないこともあるが、そうい

う時があると不便。帰りに友達と立ち寄れる場所があると友達と

一緒に楽しめる。 

・遊べる場所が少ないので（マクドナルド、イオンなど）立ち寄れ

る場所があるといいが、阿蘇は水や食べ物はおいしいし、阿蘇の

食べ物は赤牛のイメージが強いが、赤牛以外にもおいしい食べ物

がたくさんあるので、それを他の地域へ発信していけると多くの

人が阿蘇に興味を持ってくれると思う。 

・遊ぶ場所が少ない。阿蘇市は少子化が進んで、高齢者が地域に住

んでいるが、そういう方々は阿蘇市の知恵のようなものを持って

いるが関わる事や関われる場所がないので、そういう方々の繋が

りがほしいし、（授業の一環として）阿蘇市について考えること

「総合的な探求の時間」があるが、それ以外でも小中学生の考え

ていることがあると思うので市役所や学校が協力して伝えられる

ようにするといいと思う。 
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